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「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
に
つ
い
て

阿

部

　

寛

は
じ
め
に

　

明
治
典
憲
体
制
が
実
効
性
を
持
っ
て
い
た
時
代
に
お
い
て
、
当
時

の
皇
族
は
、
内
廷
、
秩
父
宮
（
（
（

、
高
松
宮
（
（
（

及
び
三
笠
宮
に
属
す
る
方

以
外
は
、
伏
見
宮
（
（
（

若
し
く
は
そ
の
分
流
の
宮
号
又
は
有
栖
川
宮
（
（
（

に

属
す
る
方
と
な
る
。
裕
仁
親
王
（
昭
和
天
皇
）
が
成
人
す
る
ま
で
、

成
人
の
「
親
王
」
と
い
え
ば
全
員
が
明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
御

裁
定
の
皇
室
典
範
（
以
下
、「
明
治
皇
室
典
範
」
と
す
る
。）
第
五
十
七

条
に
よ
り
特
例
と
し
て
認
め
ら
れ
た
宣
下
親
王
の
み
で
あ
っ
た
（
（
（

。
大

正
天
皇
は
、
践
祚
の
直
後
、
伏
見
宮
貞
愛
親
王
（
（
（

及
び
有
栖
川
宮
威

仁
親
王
（
（
（

に
補
佐
を
求
め
る
勅
語
を
賜
い
（
（
（

、
昭
和
天
皇
も
践
祚
の
直
後
、

閑
院
宮
載
仁
親
王
（
（
（

に
同
様
の
勅
語
を
賜
わ
っ
て
い
る
（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、

明
治
典
憲
体
制
下
の
皇
室
も
、
御
直
系
か
ら
見
れ
ば
遠
系
の
四
親
王

家
と
そ
の
分
流
の
方
の
御
存
在
が
前
提
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
皇
室

の
御
直
系
か
ら
遠
系
の
方
が
な
ぜ
皇
族
た
り
え
た
か
に
つ
い
て
、
酒

巻
芳
男
（
（（
（

（
昭
和
六
十
二
年
）
は
、
天
皇
の
御
直
系
が
途
絶
え
た
場
合

に
血
統
の
近
遠
に
拘
ら
ず
御
直
系
に
代
わ
り
継
承
す
る
と
い
う
四
親

王
家
の
制
度
は
、
天
皇
が
国
民
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の

で
あ
り
、
皇
族
と
い
う
観
念
が
貴
族
と
い
う
観
念
か
ら
独
立
し
て
、

「
天
皇
た
る
こ
と
あ
る
べ
き
種
族
」
と
云
う
こ
と
を
表
わ
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
と
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
大
正
天
皇
に
は
、
裕
仁
親
王
の
外
に
、
三
人
の
親
王

が
お
ら
れ
、
同
天
皇
の
時
代
に
お
い
て
は
、
他
の
多
く
の
宮
家
も
若

い
皇
族
男
子
が
お
ら
れ
る
状
態
と
な
っ
た
た
め
、
皇
族
の
数
の
抑
制

が
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
で
、

明
治
四
十
年
二
月
十
一
日
御
裁
定
の
皇
室
典
範
増
補
（
以
下
、「
明
治

四
十
年
皇
室
典
範
増
補
」
と
す
る
。）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
勅
旨
に
よ

る
王
の
臣
籍
降
下
の
範
囲
を
定
め
た
お
お
よ
そ
の
基
準
と
し
て
制
定

さ
れ
た
。
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近
年
、
こ
の
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
に
つ
い
て
は
、

い
く
つ
か
の
先
行
研
究
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

神
﨑
豊
（
（（
（

（
平
成
十
八
年
）
は
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」

に
つ
い
て
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
の
臣
籍
降
下
の
問
題
と
し
て
、
沿

革
的
に
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
永
井
和
（
（（
（

（
平
成
二
十
四
年
）
は
、
当

時
の
宮
内
大
臣
で
あ
っ
た
波
多
野
敬
直
の
辞
職
経
緯
を
「
皇
族
ノ
降

下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
制
定
経
緯
（
但
し
、
裕
仁
親
王
（
昭
和
天
皇
）

の
摂
政
就
任
問
題
及
び
同
親
王
と
良
子
女
王
（
香
淳
皇
后
）
の
婚
約
問
題

（
宮
中
某
重
大
事
件
）
に
も
言
及
し
て
い
る
。）
の
な
か
で
論
じ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
を
根
拠
に
、
現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
旧
皇
族
の
皇
籍
復
帰

の
是
非
に
つ
き
、
消
極
論
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
市
村
慎
一
氏
や
所

功
氏
等
は
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
制
定
に
よ
っ
て
、

昭
和
二
十
二
年
十
月
十
四
日
の
臣
籍
降
下
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
一
定
世
数
以
下
の
王
は
降
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と

主
張
し
て
い
る
（
（（
（

。
政
府
が
平
成
十
六
年
に
設
置
し
た
「
皇
室
典
範
に

関
す
る
有
識
者
会
議
」
の
資
料
及
び
平
成
二
十
四
年
に
行
わ
れ
た

「
皇
室
制
度
に
関
す
る
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
踏
ま
え
た
論
点
整
理
」

の
「
参
考
資
料
」（
こ
の
二
つ
の
資
料
は
、
同
内
容
）
で
も
同
様
の
論
旨

で
あ
る
（
（（
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行

準
則
」
を
あ
た
か
も
憲
法
や
皇
室
典
範
と
同
様
の
「
不
磨
の
大
典
」

の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
点
で
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
え
な
い
。
も
ち
ろ

ん
、
所
功
氏
も
皇
族
の
状
況
に
よ
っ
て
「
見
直
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
っ
た
」
と
す
る
が
（
（（
（

、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
形

式
や
効
力
に
着
目
し
た
場
合
、
憲
法
や
皇
室
典
範
の
よ
う
に
国
民
を

拘
束
す
る
法
規
性
の
あ
る
も
の
と
は
、「
見
直
し
」
の
手
法
や
効
果

も
違
っ
て
く
る
と
考
え
る
。
本
論
文
で
は
、
明
治
皇
室
典
範
や
明
治

四
十
年
皇
室
典
範
増
補
と
の
関
係
や
法
的
性
質
と
い
っ
た
法
的
側
面
、

「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
規
定
の
例
外
の
可
能
性
、

そ
し
て
、
終
戦
に
伴
い
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
が
廃

止
さ
れ
た
事
情
と
い
っ
た
先
行
研
究
が
顧
み
て
こ
な
か
っ
た
形
式
と

効
力
に
着
目
し
て
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
制
定
以

後
、
一
定
世
数
以
下
の
王
は
降
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い

う
主
張
に
反
論
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
こ
れ
が
、
本
論

文
の
目
的
で
あ
る
。

一
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
は
、
本
論
の
前
提
と
し
て
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施

行
準
則
」
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
制
定
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
考
え
る
。

（
一
）
制
定
過
程

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
梶
田
明
宏
・
内
藤
一
成
（
（（
（

（
平
成
十
二
年
）、
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前
掲
神
崎
豊
（
平
成
十
八
年
）
及
び
前
掲
永
井
和
（
平
成
二
十
四
年
）

に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
皇
室
典
範
は
、
皇
族
女
子
が
臣
籍
に
あ
る
者
と
婚
姻
す
る
他

（
第
四
十
四
条
）、
皇
族
の
臣
籍
降
下
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
。
明
治

四
十
年
皇
室
典
範
増
補
に
お
い
て
、
新
た
に
、
臣
籍
降
下
に
関
す
る

規
定
が
設
け
ら
れ
、
明
治
四
十
三
年
に
は
、
北
白
川
宮
能
久
親
王
の

第
四
男
子
輝
久
王
が
小
松
の
家
名
を
賜
い
華
族
（
侯
爵
）
に
列
せ
ら

れ
た
。
し
か
し
、
皇
族
の
数
が
増
え
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

王
の
臣
籍
降
下
に
一
定
の
基
準
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
帝
室
制
度
審
議
会
に
お
い
て
総
裁
伊
東
巳
代
治
、
倉

富
勇
三
郎
、
平
沼
騏
一
郎
、
岡
野
敬
三
郎
、
石
原
健
三
等
が
立
案
し

た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
に
得
ら
れ
た
成
案
は
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
内
規
」

案
と
し
て
審
議
さ
れ
、
大
正
九
年
三
月
に
諮
詢
を
受
け
た
枢
密
院
に

お
い
て
、
当
該
案
が
王
の
勅
旨
に
よ
る
臣
籍
降
下
の
一
応
の
基
準
で

あ
る
と
い
う
性
格
か
ら
題
名
を
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準

則
」
に
変
更
す
る
等
の
修
正
議
決
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
諮
詢
を
受

け
た
皇
族
会
議
に
お
い
て
は
、
会
議
の
開
催
延
期
や
反
対
論
が
出
る

等
紛
糾
し
た
よ
う
で
あ
り
、
結
局
は
議
決
せ
ず
に
閉
会
と
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
皇
族
会
議
に
お
い
て
も
一
応
の
諮
詢
を
経
た
と
い
う
こ
と

に
さ
れ
、
大
正
天
皇
の
裁
可
を
得
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
が
制
定
の
経
過
で
あ
る
が
皇
族
会
議
の
議
決
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
案
件
を
、
既
に
ご
不
例
で
あ
ら
れ
た
大
正
天
皇
に
責
任
を
負

わ
せ
る
形
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
制
定
過
程
の
ど
こ
ま
で
が
妥
当
で

あ
っ
た
か
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関

ス
ル
施
行
準
則
」
の
よ
う
な
内
規
に
明
確
な
制
定
手
続
が
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
本
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
の
当
不
当
の
判
断
は
後

日
の
課
題
と
し
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

（
二
）「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
内
容

　
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
第
一
条
に
規
定
す
る
勅
旨
に
よ
る
臣
籍

降
下
の
範
囲
に
つ
い
て
お
お
よ
そ
の
基
準
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

王
の
臣
籍
降
下
は
情
願
を
原
則
と
す
る
前
提
の
も
と
、
情
願
が
な
い

と
き
は
、
皇
玄
孫
の
子
孫
た
る
王
が
長
子
孫
の
系
統
四
世
孫
以
内
を

除
く
王
を
勅
旨
に
よ
る
降
下
の
範
囲
と
し
（「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル

施
行
準
則
」
第
一
条
）、
長
子
孫
の
系
統
を
定
め
る
の
は
、
原
則
皇
位

継
承
の
順
序
に
よ
る
も
の
と
し
た
（
同
第
二
条
）。
ま
た
、
宣
下
親
王

の
子
孫
、
実
際
に
宮
号
を
有
し
て
い
る
王
の
子
孫
並
び
に
兄
弟
及
び

そ
の
子
孫
に
準
用
す
る
こ
と
を
定
め
、
こ
の
場
合
の
四
世
孫
と
い
う

世
数
は
、
邦
家
親
王
の
子
を
一
世
と
し
て
、
算
出
す
る
と
し
た
（
（（
（

（
同

附
則
第
一
項
）。

　

こ
れ
ら
の
規
定
に
は
、
明
文
の
例
外
が
存
在
し
、
且
つ
、
明
文
が

な
く
て
も
、
そ
の
性
質
上
、
例
外
の
可
能
性
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
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な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

さ
て
、
実
質
的
に
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
と
の
関

係
で
臣
籍
降
下
が
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
同
附
則
第
一
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
王
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関

ス
ル
施
行
準
則
」
施
行
当
時
（
大
正
九
年
五
月
十
九
日
か
ら
昭
和
二
十

一
年
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
）、
宮
号
を
有
せ
ず
、
且
つ
継
承
す
る
予

定
の
な
い
王
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
各
宮
家
の
第
二
男
子
以
下
の

王
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
こ
こ
で
同
附
則
第
一
項
の
規
定
と
密
接
に
関
係
あ
る
の
が

宮
号
で
あ
る
。
明
治
皇
室
典
範
制
定
以
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
宮
号

に
つ
い
て
明
記
し
た
法
令
は
制
定
さ
れ
て
い
な
い
。
宮
号
を
賜
っ
た

皇
族
に
つ
い
て
、
一
定
の
職
員
が
配
置
さ
れ
る
と
い
う
皇
室
令
の
規

定
は
存
在
し
た
が
（
（（
（

、
こ
れ
は
反
射
的
な
規
定
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
宮
号
を
考
え
る
上
で
、
参
考
に
な
る
記
載
が

『
牧
野
伸
顕
文
書
』
所
収
の
「
華
頂
宮
ノ
称
號
ハ
絶
ユ
（
（（
（

」
と
い
う
意

見
書
に
あ
っ
た
。

按
ス
ル
ニ
宮
號
ノ
性
質
及
之
カ
継
承
ニ
付
テ
ハ
何
等
明
文
ノ
規

定
ス
ル
所
ナ
シ
。
然
リ
ト
雖
モ
各
般
ノ
皇
室
法
規
ト
慣
例
ト
ニ

依
テ
考
察
ス
レ
ハ
其
ノ
間
自
ラ
一
定
ノ
規
準
ア
リ
ト
云
フ
ヘ
シ
。

曰
ク
宮
號
ハ
特
定
ノ
皇
族
御
一
人
ニ
賜
ハ
ル
単
純
ナ
ル
称
號
ニ

シ
テ
其
ノ
直
系
及
其
ノ
配
偶
者
之
ヲ
唱
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
。
称
號

ヲ
賜
ハ
リ
タ
ル
皇
族
薨
去
ス
ル
ト
キ
ハ
他
ニ
称
號
ヲ
有
セ
サ
ル

直
系
之
ヲ
繼
承
ス
。
若
シ
直
系
ナ
キ
ト
キ
ハ
直
系
ノ
寡
妃
称
號

ヲ
用
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
。
宮
ノ
私
事
ハ
薨
去
セ
ル
皇
族
ノ
寡
妃
之

ヲ
掌
ル
是
等
ニ
該
当
ス
ル
皇
族
ナ
ケ
レ
ハ
称
號
即
チ
絶
ユ
。

　

こ
の
文
書
に
お
い
て
は
、
当
時
の
皇
室
に
関
す
る
法
規
と
慣
例
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
規
則
性
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。

　

即
ち
、
宮
号
と
は
、
勅
旨
に
よ
り
、
皇
族
個
人
に
賜
る
称
号
と
さ

れ
て
い
た
（
（（
（

。
こ
の
宮
号
は
、
直
系
及
び
配
偶
者
が
唱
え
る
こ
と
が
で

き
、
直
系
卑
属
か
つ
宮
号
を
有
し
な
い
親
王
又
は
王
が
継
承
す
る
。

親
王
又
は
王
が
い
な
い
と
き
は
、
寡
妃
が
宮
号
を
唱
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
皇
族
が
い
な
く
な
れ
ば
宮
号
は
御
断
絶

と
な
る
。

　

そ
も
そ
も
、「
天
皇
ハ
皇
室
ノ
家
父
タ
リ
」
と
『
皇
室
典
範
義
解
（
（（
（

』

に
あ
る
よ
う
に
、
皇
室
に
お
い
て
、
一
般
国
民
の
家
に
お
け
る
「
戸

主
」
に
相
当
す
る
の
は
天
皇
で
あ
っ
て
、
宮
号
を
有
す
る
親
王
及
び

王
は
、
戸
主
で
は
な
い
。
宮
号
の
継
承
は
、
原
則
、
父
子
間
で
行
わ

れ
て
い
て
、
明
治
皇
室
典
範
制
定
以
後
、
兄
弟
間
に
お
け
る
宮
号
の

継
承
は
、
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
（
明
治
二
十
八
年
熾
仁
親
王
薨
去
に
よ

る
）
の
み
で
あ
っ
た
（
（（
（

。
こ
れ
は
兄
弟
同
士
で
は
別
の
宮
号
に
属
す
る

場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
（（
（

。
ま
た
、
明
治
皇
室

典
範
制
定
以
後
、
親
子
、
兄
弟
以
外
で
の
継
承
事
例
は
存
在
し
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
宮
家
の
第
二
男
子
以
下
に
は
、
宮
号
が

新
た
に
宣
賜
さ
れ
な
い
限
り
、
臣
籍
降
下
さ
せ
る
よ
う
運
用
さ
れ
た
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よ
う
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
宮
号
は
、
一
般
家
庭
の
家
督
相
続
と
は
異

な
り
、
直
系
が
断
絶
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
第
二
男
子
た
る
親
王

又
は
王
が
継
承
す
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
前
提
と
す
る

明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
第
一
条
に
よ
る
臣
籍
降
下
は
、
家
名
を

賜
い
、
華
族
に
列
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
（（
（

。
こ
の
点
、
日
本

国
憲
法
第
十
四
条
が
華
族
制
度
を
含
む
貴
族
制
度
を
禁
止
し
て
い
る

た
め
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
と
一
般
国
民
と
同
一
の
身
分
と
な
る

こ
と
し
か
規
定
の
な
い
現
行
法
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
（（
（

。

二�

、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
法
的
側
面

か
ら
見
た
問
題
点

　

大
正
九
年
の
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
制
定
当
時
は
、

多
く
の
宮
家
に
お
い
て
、
若
い
皇
族
男
子
が
必
ず
い
た
状
況
で
あ
っ

た
。
し
か
も
、
伏
見
宮
（
（（
（

、
山
階
宮
（
（（
（

、
久
邇
宮
（
（（
（

、
東
久
邇
宮
（
（（
（

、
朝
香

宮
（
（（
（

に
は
当
主
又
は
継
嗣
以
外
に
も
男
子
が
い
て
、
皇
族
が
増
え
て
い

く
可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
第
一

条
で
認
め
ら
れ
て
い
る
王
の
臣
籍
降
下
の
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し

て
い
く
と
い
う
意
図
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
明
治
皇
室
典
範
に
お
い
て
、
永
世
皇
族
主
義
を
採
用
し
、

明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
に
よ
り
、
王
の
臣
籍
降
下
に
関
す
る
規

定
が
設
け
ら
れ
た
際
も
、
本
論
文
で
明
確
に
す
る
よ
う
に
、
永
世
皇

族
主
義
に
変
更
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
（
（（
（

、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス

ル
施
行
準
則
」
の
規
定
は
、
永
世
皇
族
主
義
を
規
定
す
る
明
治
皇
室

典
範
や
臣
籍
降
下
の
可
能
性
に
つ
い
て
規
定
し
た
明
治
四
十
年
皇
室

典
範
増
補
と
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

前
掲
の
永
井
和
（
（（
（

（
平
成
二
十
四
年
）
は
、
枢
密
院
の
審
議
に
お
い
て
、

こ
の
内
規
が
基
準
を
示
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
理
由
で
名
称

が
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
内
規
」
か
ら
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル

施
行
準
則
」
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
、
及
び
、
皇
族
会
議
の
審
議
に
お

い
て
、
当
時
、
伏
見
宮
の
継
嗣
で
あ
っ
た
博
恭
王
が
「
増
補
に
は
華

族
に
列
せ
し
む
こ
と
あ
る
へ
し
と
あ
る
に
、
準
則
に
は
華
族
に
列
す

と
決
定
的
の
辞
を
用
ゐ
在
り
。
何
の
為
な
る
や
」
と
質
問
し
た
の
に

対
し
、
倉
富
勇
三
郎
よ
り
何
ら
か
の
答
弁
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
即
ち
、
明
治
皇
室
典
範
及
び
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補

と
の
矛
盾
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
が
制
定
当
時
に
存
在
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
皇
室
典
範
増
補
の
規
定
を
施
行

す
る
に
あ
た
っ
て
の
内
規
が
、
皇
室
典
範
及
び
皇
室
典
範
増
補
の
規

定
に
反
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
内
規
は
違
法
な
存
在
に
な
っ
て

し
ま
う
。
仮
に
、
合
法
か
つ
明
確
に
永
世
皇
族
主
義
を
廃
止
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
明
治
皇
室
典
範
及
び
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
の
規

定
を
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
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三
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
位
置
付
け

　

そ
こ
で
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
位
置
付
け
が

問
題
と
な
る
。
明
治
皇
室
典
範
及
び
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
と

の
関
係
、
並
び
に
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
そ
の
も

の
の
法
的
性
質
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
当
時
実
際
に
問
題
と
さ
れ
た
事
案
を
も
と
に
、

「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
運
用
や
例
外
の
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

（
一
）
皇
室
典
範
及
び
皇
室
典
範
増
補
と
の
関
係
に
つ
い
て

　

で
は
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
は
、
明
治
皇
室
典

範
及
び
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
か
検
討
し
た
い
。

　

こ
の
点
、
平
成
二
十
四
年
に
行
わ
れ
た
「
皇
室
典
範
に
関
す
る
論

点
整
理
」
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
「
参
考
資
料
」
の
五
十
二
、
五
十

七
及
び
五
十
八
頁
に
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
に
つ

い
て
の
記
載
を
見
る
と
、
こ
の
規
定
に
よ
り
、「
王
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
、
長
男
の
系
統
の
八
世
ま
で
を
皇
族
と
し
、
そ
れ
以
外

は
皇
籍
離
脱
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。」
と
し
、
現
在
の
旧
皇
族
に
つ

い
て
は
、「
十
一
の
宮
家
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
長
男
の
系
統
の
み
十

七
世
～
二
十
世
ま
で
を
皇
族
と
し
て
」「
十
七
～
二
十
世
で
あ
っ
て

も
次
男
以
下
の
系
統
は
皇
籍
離
脱
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
長
男
の
系
統
も
二
十
一
世
は
皇
籍
離
脱
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
た
の
で
二
十
二
世
以
降
は
誕
生
し
た
と
き
か
ら
皇
族
で
は
な
い
こ

と
と
さ
れ
て
い
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
あ
た
か
も
明
治
皇
室
典
範

及
び
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
の
内
容
が
変
更
さ
れ
、
一
定
の
皇

族
が
自
動
的
に
皇
族
で
な
く
な
る
か
の
印
象
を
受
け
る
記
載
で
あ
る

（
前
述
の
市
村
氏
、
所
氏
も
同
旨
）。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
、
不
正
確
な

記
述
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
第
一
条
の
規
定
に
よ
る

臣
籍
降
下
で
あ
る
以
上
、
情
願
に
依
る
場
合
か
勅
旨
に
依
る
場
合
か

に
関
わ
ら
ず
、
皇
族
会
議
及
び
枢
密
院
の
議
を
経
て
勅
定
す
る
必
要

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
第
五
条
）。
こ
の

点
は
、
枢
密
院
で
も
「
王
降
下
ノ
事
案
ニ
就
テ
ハ
一
々
皇
族
会
議
及

枢
密
顧
問
ノ
諮
詢
ヲ
経
テ
勅
定
セ
ラ
ル
ヘ
キ
コ
ト
言
ヲ
須
ヒ
ス
」
と

明
言
さ
れ
て
い
た
（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準

則
」
に
該
当
す
る
王
が
臣
籍
降
下
の
情
願
を
し
な
け
れ
ば
、
勅
旨
に

よ
り
臣
籍
降
下
さ
せ
る
べ
く
手
続
が
な
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。
し

か
し
、
実
際
に
臣
籍
降
下
す
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。

　

明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
の
規
定
が
明
治
皇
室
典
範
の
規
定
す

る
永
世
皇
族
主
義
の
例
外
で
あ
る
以
上
、
当
然
、
こ
の
準
則
も
ま
た
、

永
世
皇
族
主
義
の
例
外
な
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
日
本
国
憲
法
施
行

を
控
え
た
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
に
、
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
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の
一
部
が
改
正
す
る
こ
と
に
な
っ
た
際
（
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十

七
日
公
布
）、
枢
密
院
に
お
け
る
「
宮
内
大
臣
説
明
」
で
は
、
こ
の
点

に
つ
き
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
（
（（
（

。

皇
室
典
範
に
お
き
ま
し
て
は
、
皇
子
孫
が
累
世
皇
族
た
る
こ
と

を
失
は
ざ
ら
し
む
る
の
主
義
を
採
っ
て
居
り
ま
し
て
、
明
治
四

十
年
の
増
補
制
定
に
当
り
ま
し
て
も
、
此
の
主
義
に
変
更
は
無

い
の
で
御
座
居
ま
す
が
、
只
王
に
付
て
は
勅
旨
又
は
情
願
に
よ

り
家
名
を
賜
ひ
華
族
に
列
し
め
ら
る
ゝ
こ
と
あ
る
べ
き
旨
を
規

定
し
、
以
て
変
通
の
途
を
拓
く
こ
と
に
せ
ら
れ
、
今
日
に
至
つ

た
次
第
で
御
座
居
ま
す
。

　

こ
こ
で
、「
今
日
に
至
つ
た
」
と
い
う
の
は
、
当
然
、「
皇
族
ノ
降

下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
当
時
の
宮
内
大
臣
が
枢
密
院
で
こ
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
宮
内
省
と
し
て
も
、「
皇
族
ノ

降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
に
よ
っ
て
永
世
皇
族
主
義
が
否
定
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
解
釈
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

し
か
も
、
前
記
の
案
件
に
係
る
枢
密
院
の
審
査
報
告
で
あ
る
「
皇

室
典
範
増
補
中
改
正
ノ
件
外
三
件
審
査
報
告
（
（（
（

」（
昭
和
二
十
一
年
十
二

月
十
八
日
）
に
よ
れ
ば
、

按
ず
る
に
、
本
案
の
四
件
中
第
一
の
件
は
、
終
戦
後
の
国
情
の

変
化
に
伴
い
、
皇
子
孫
が
累
世
皇
族
た
る
の
主
義
に
対
し
広
く

変
通
の
途
を
拓
き
、
臣
籍
降
下
の
範
囲
を
拡
張
す
る
こ
と
を
主

眼
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
事
情
止
む
を
得
な
い
措
置
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
爾
余
の
三
件
は
、
こ
れ
に
伴
つ
て
関
係
規
定

を
整
理
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て

と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
審
査
報
告
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
十
年
皇
室

典
範
増
補
施
行
か
ら
、
こ
の
審
査
報
告
の
日
付
で
あ
る
昭
和
二
十
一

年
十
二
月
二
十
七
日
に
至
る
ま
で
の
間
で
あ
っ
て
も
、
永
世
皇
族
主

義
を
依
然
採
用
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
対
し
、「
変
通
の

途
を
拓
く
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
『
清
水
澄
文
書
（
（（
（

』
所
収
の
東
宮
御
進
講
用
の
教
材
で
あ
る
清
水
澄

著
「
皇
室
典
範
増
補
」
に
お
い
て
も
、
同
様
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
同
書
に
よ
れ
ば
、「
皇
室
典
範
ニ
於
テ
ハ
」「
百
世
皇
族

ノ
主
義
ヲ
立
テ
テ
、
本
則
ト
為
シ
、
苟
ク
モ
皇
胤
ニ
属
セ
ラ
ル
ル
御

方
ハ
、
世
数
ヲ
問
ハ
ズ
総
テ
皇
族
タ
ル
モ
ノ
ト
セ
リ
。」
と
し
て
皇

室
典
範
の
永
世
皇
族
主
義
に
触
れ
た
上
で
、「
百
世
皇
族
主
義
ニ
対

シ
テ
ハ
別
ニ
適
当
ナ
ル
特
例
ヲ
設
ケ
テ
、
必
要
ナ
ル
疏
通
ヲ
計
ル
ベ

カ
ラ
ズ
。
是
レ
本
条
ヲ
以
テ
王
ハ
勅
旨
又
ハ
情
願
ニ
依
リ
、
臣
籍
ニ

降
下
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
キ
旨
ヲ
、
規
定
シ
タ
ル
所
以
ナ
リ
」
と

永
世
皇
族
主
義
の
例
外
と
し
て
、
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
第
一

条
の
規
定
に
よ
る
臣
籍
降
下
の
制
度
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の

う
え
で
、
王
は
、
情
願
又
は
勅
旨
に
よ
り
臣
籍
に
降
下
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
て
、「
勅
旨
ニ
依
リ
、
王
ヲ
臣
籍
ニ
降
サ
ル
ル
コ
ト
ニ
付

テ
ハ
、
大
正
九
年
五
月
、
皇
族
会
議
及
枢
密
顧
問
ノ
諮
詢
ヲ
経
テ
勅
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定
セ
ラ
レ
タ
ル
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
ト
称
ス
ル
内

規
ア
リ
。
此
ノ
内
規
ハ
、
勅
旨
ニ
依
ル
王
ノ
臣
籍
降
下
ノ
常
軌
タ
ル

ベ
キ
モ
ノ
」
で
あ
る
と
し
て
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」

に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
勅
旨
ニ
依
リ
王
ヲ
臣
籍
ニ

降
下
セ
シ
メ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ハ
、
今
ニ
其
ノ
例
ナ
シ
」
と
述
べ
、
実

際
に
は
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
前
提
た
る
勅
旨
に

よ
る
臣
籍
降
下
の
事
例
が
な
い
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
見
解
に
よ
れ
ば
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル

施
行
準
則
」
は
、
永
世
皇
族
主
義
の
原
則
に
対
し
て
設
け
ら
れ
た
勅

旨
に
よ
る
臣
籍
降
下
と
い
う
例
外
の
制
度
を
運
用
す
る
た
め
の
も
の

と
解
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
制
定
に

よ
っ
て
、
一
定
世
代
以
下
の
皇
族
が
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
可
能
性

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
は
、
勅
旨
に
よ

り
臣
籍
降
下
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
皇
族
会
議
及
び
枢
密
顧
問
の

諮
詢
を
経
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
諮
詢
を
受
け

た
機
関
の
裁
量
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
あ
く
ま
で
臣
籍
降
下
の
可

能
性
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増

補
第
一
条
の
規
定
と
は
違
う
趣
旨
で
、
王
を
確
定
的
に
降
下
さ
せ
る

と
い
う
効
果
は
生
じ
て
い
な
い
。

　
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
と
い
う
内
規
を
制
定
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
第
一
条
に
基
づ
く
王

の
勅
旨
に
よ
る
降
下
に
つ
き
、
そ
の
勅
旨
に
よ
る
降
下
基
準
を
予
め

定
め
る
こ
と
は
、
皇
室
典
範
及
び
皇
室
典
範
増
補
に
反
し
な
い
限
り

可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
記
の
事
情
に
鑑
み
れ
ば
、
確
定
的
に
一

定
世
代
以
下
の
王
を
降
下
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の

よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
を
合

法
的
に
説
明
で
き
る
。

（
二
）
法
的
性
質

ア
、
法
的
性
質
を
め
ぐ
る
見
解
の
相
違

　
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
に
つ
い
て
は
、
他
の
皇
室

に
関
す
る
諸
規
定
と
比
べ
て
、
特
殊
な
点
が
存
在
す
る
。
こ
の
法
的

性
質
に
つ
い
て
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
を
廃
止
す

る
に
あ
た
っ
て
開
か
れ
た
枢
密
院
の
審
査
委
員
会
に
お
い
て
、
潮
恵

之
助
委
員
長
よ
り
加
藤
進
宮
内
次
官
に
質
問
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

「
皇
室
令
と
同
一
で
あ
る
旨
答
弁
が
あ
つ
た
」
そ
う
で
あ
る
が
（
（（
（

、
以

下
の
点
に
鑑
み
る
と
疑
問
が
あ
る
。

　

こ
の
内
規
の
制
定
当
時
に
遡
る
と
、
法
的
性
質
に
つ
い
て
争
い
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の

性
質
に
つ
い
て
、
枢
密
院
で
は
、「
皇
室
典
範
増
補
ト
本
案
ノ
関
係

如
何
ヲ
審
究
ス
ル
ニ
、
本
案
ハ
何
等
新
規
ノ
主
義
ヲ
規
定
シ
タ
ル
モ

ノ
ニ
非
ス
。
又
固
ヨ
リ
典
範
増
補
ノ
趣
旨
ニ
矛
盾
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
。
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唯
典
範
増
補
第
一
条
ニ
王
ハ
勅
旨
ニ
依
リ
臣
籍
ニ
降
下
セ
シ
ム
ル
コ

ト
ア
ル
ヘ
キ
旨
ノ
明
条
ア
ル
ニ
基
キ
之
ヲ
実
際
ニ
施
行
ス
ル
際
常
例

ト
シ
テ
準
拠
ス
ヘ
キ
基
矩
ヲ
示
ス
モ
ノ
タ
リ
。
故
ニ
特
殊
ノ
事
情
ア

ル
場
合
ニ
対
シ
固
ヨ
リ
終
始
一
律
ヲ
以
テ
揆
シ
難
キ
ハ
止
ム
ヲ
得
サ

ル
所
ニ
属
ス
。
乍
併
王
降
下
ノ
事
案
ニ
就
テ
ハ
一
々
皇
族
会
議
及
枢

密
顧
問
ノ
諮
詢
ヲ
経
テ
勅
定
セ
ラ
ル
ヘ
キ
コ
ト
言
ヲ
須
ヒ
ス
。
其
ノ

個
々
ノ
場
合
ニ
於
テ
大
体
本
案
ノ
規
定
ニ
準
拠
シ
且
事
態
ノ
緩
急
ニ

応
シ
テ
其
ノ
宜
シ
キ
ヲ
裁
酌
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
従
テ
本
案
ノ
性
質

ハ
常
例
ト
シ
テ
準
拠
ス
ヘ
キ
大
体
ノ
準
則
ナ
リ
。
此
ノ
性
質
論
ニ
付

テ
ハ
宮
内
当
局
ニ
於
テ
モ
亦
同
一
ノ
見
解
ヲ
持
ス
ル
旨
ヲ
表
明
セ
ラ

レ
タ
リ
。（
句
読
点
筆
者
）」
と
あ
る
（
（（
（

。

　

即
ち
、
枢
密
院
で
は
、
こ
の
準
則
は
、
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増

補
第
一
条
を
施
行
す
る
に
当
り
常
例
と
し
て
依
拠
す
べ
き
基
準
を
示

す
も
の
で
あ
っ
て
、
特
殊
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
必
ず
し
も
こ
れ

に
拘
束
さ
れ
な
い
と
い
う
見
解
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
宮
内
省

に
異
論
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
牧
野
伸
顕
文
書
』
所
収
の
「
皇

族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
（
（（
（

」
に
よ
れ
ば
、「
形
式
的
ニ
論
ス
ル

時
ハ
正
ニ
斯
ク
ノ
如
キ
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
」
と
し
て
枢
密
院
の
解
釈
に

理
解
を
示
し
つ
つ
、「
本
準
則
ハ
其
ノ
内
容
ニ
於
テ
ハ
典
範
増
補
第

一
条
ノ
施
行
準
則
ナ
ル
カ
故
ニ
皇
室
典
範
ノ
施
行
準
則
タ
ル
性
質
ヲ

有
ス
ル
他
ノ
皇
室
令
ト
変
ル
ト
コ
ロ
ナ
ク
其
ノ
制
定
手
続
ニ
於
テ
ハ

皇
族
会
議
及
ヒ
枢
密
顧
問
ノ
諮
詢
ヲ
経
タ
ル
カ
故
ニ
他
ノ
重
要
ナ
ル

皇
室
令
ト
変
ル
ト
コ
ロ
ナ
ク
而
シ
テ
又
皇
室
令
ノ
形
式
ヲ
有
セ
サ
ル

モ
之
カ
施
行
ニ
関
シ
テ
ハ
関
係
者
タ
ル
皇
族
、
枢
密
院
及
宮
内
大
臣

ニ
御
沙
汰
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
い
う
理
由
で
「
皇
族
ノ
降
下
ニ

関
ス
ル
施
行
準
則
」
に
で
き
る
限
り
よ
る
べ
き
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

し
か
し
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
例
外
を
ど
の
よ

う
に
行
う
か
に
つ
い
て
、
宮
内
省
に
確
信
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
ら

し
く
、「
準
則
改
正
ヲ
奏
請
ス
ル
カ
特
例
ト
シ
テ
皇
族
会
議
及
枢
密

顧
問
ニ
御
諮
詢
ヲ
奏
請
ス
ル
等
ノ
方
法
ヲ
考
ヘ
得
ル
モ
此
ノ
点
ニ
関

シ
テ
ハ
当
該
事
由
ノ
重
大
性
乃
至
ハ
緩
急
性
等
十
分
検
討
シ
タ
ル
上

ニ
非
ス
ン
ハ
予
メ
意
見
ヲ
決
定
ス
ル
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
論
じ
、

結
局
は
、
例
外
に
つ
い
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
含
み
を
残
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
宮
内
省
は
、
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
第
一
条
の

施
行
準
則
で
あ
っ
て
、
実
質
的
に
皇
室
令
と
同
一
で
あ
る
と
の
見
解

を
と
っ
て
い
た
。

イ
、
特
徴
か
ら
観
察
し
た
法
的
性
質

　

さ
て
、
単
な
る
内
規
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
皇
室
令
に
準
じ
る
の
か

と
い
う
対
立
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
上
記
法
的
性
質
の

見
解
の
相
違
を
受
け
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
法

的
性
質
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
検
討
し
た
い
。

（
ア
）
法
形
式
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ま
ず
、「
準
則
」
と
い
う
名
称
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
有

賀
長
雄
が
明
治
期
に
著
し
た
『
法
制
講
義
』（
明
治
四
十
二
年
）
等
（
（（
（

を

見
る
と
、
法
規
の
性
質
の
あ
る
法
令
を
含
ん
だ
意
味
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
「
準
則
」
と
い
う
名
の
つ
く
も
の
を
見
る
と
、

た
と
え
ば
、「
児
童
虐
待
防
止
法
施
行
準
則
」（
昭
和
八
年
八
月
二
日
発

社
第
一
〇
三
号
内
務
省
社
会
部
長
通
牒
）
の
よ
う
に
、
解
釈
や
運
用
の

基
準
を
定
め
た
も
の
が
「
準
則
」
と
い
う
言
葉
が
つ
い
た
名
称
と

な
っ
て
い
る
（
（（
（

。
こ
の
点
は
、
当
初
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
内
規
」

で
あ
っ
た
案
が
、
最
終
的
に
は
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準

則
」
に
変
わ
っ
た
事
情
に
符
合
す
る
（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

「
準
則
」
と
は
、
法
規
と
し
て
の
性
質
が
な
く
、
解
釈
や
運
用
の
方

針
の
方
針
に
す
ぎ
な
い
と
言
え
る
。

　

ま
た
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
上
諭
と
同
様
な

文
言
の
上
諭
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
非
公
布
の
内
部
規
定
と
し
て
、

陸
海
軍
に
は
、「
軍
令
陸
甲
」
及
び
「
軍
令
陸
乙
」
と
い
う
法
形
式

が
存
在
し
た
（
（（
（

（「
軍
令
ニ
関
ス
ル
件
」（
明
治
四
十
年
軍
令
第
一
号
）
第
一

条
参
照
）。
こ
れ
ら
の
法
形
式
は
内
部
規
定
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
が
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
に
つ
い
て
は
同
様
の

形
式
の
法
令
は
存
在
し
な
い
。
な
お
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施

行
準
則
」
を
廃
止
す
る
際
は
、
制
定
の
際
と
同
様
な
法
形
式
で
制
定

さ
れ
て
い
る
。

（
イ
）
行
政
命
令
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
こ
と

　

次
に
、
行
政
命
令
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

こ
こ
で
の
行
政
命
令
と
は
、
法
規
で
は
な
い
法
的
規
範
で
あ
る
。
現

在
は
、
行
政
規
則
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
田
上
穣
治
（
（（
（

（
昭
和
十

七
年
）
に
よ
れ
ば
、

　

行
政
命
令
は
、
法
規
に
非
ざ
る
法
的
規
範
に
し
て
、
そ
の
拘

束
力
は
、
相
手
方
の
承
諾
の
あ
る
場
合
の
他
は
公
法
上
の
特
別

権
力
関
係
に
於
け
る
従
順
の
義
務
に
基
づ
く
。

　

従
っ
て
一
般
に
処
分
能
力
あ
る
管
理
者
と
同
じ
く
、
行
政
府

も
亦
こ
れ
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
特
別
権
力
関
係
に

は
公
法
上
の
勤
務
関
係
・
営
造
物
利
用
関
係
・
公
共
組
合
と
社

員
の
関
係
等
が
あ
り
、
こ
れ
に
応
じ
て
行
政
組
織
の
命
令
・
狭

義
の
行
政
命
令
（
訓
令
、
職
務
命
令
）
営
造
物
規
則
及
び
組
合
規

約
等
が
あ
る
。

と
あ
る
。
こ
の
上
で
、
一
般
性
を
有
し
、
国
民
の
権
利
を
侵
害
す
る

法
規
と
は
違
う
点
を
有
す
る
行
政
命
令
の
特
徴
に
つ
い
て
こ
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　

第
一
に
、「
行
政
命
令
は
官
庁
の
作
用
・
事
務
の
合
目
的
性
に
基

づ
く
規
定
に
止
ま
り
、
法
規
の
定
立
を
直
接
の
目
的
と
し
な
い
。」

と
い
う
点
が
あ
り
、
第
二
に
「
行
政
命
令
の
拘
束
力
が
相
手
方
の
承

諾
又
は
特
別
権
力
関
係
に
基
づ
く
結
果
、
法
規
の
如
き
變
面
的
拘
束

力
を
欠
き
、
殊
に
発
令
者
を
拘
束
し
な
い
。
抽
象
的
な
行
政
命
令
を
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定
め
た
行
政
機
関
と
雖
も
、
個
々
の
場
合
に
こ
れ
と
異
な
る
処
分
を

為
す
こ
と
が
出
来
る
。」
と
い
う
点
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
点
、
こ
の
田
上
譲
治
の
行
政
命
令
に
関
わ
る
解
説
は
、
右
に

提
示
し
た
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
に
係
る
枢
密
院
の

解
釈
と
同
様
で
あ
る
。「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
も
こ

こ
で
い
う
「
行
政
命
令
」
に
相
当
し
、
外
部
的
効
果
を
有
し
な
い
。

　

従
っ
て
、
効
力
は
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
が
伝

達
さ
れ
た
範
囲
内
で
生
じ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
こ
の

内
規
を
発
令
し
た
天
皇
及
び
輔
弼
機
関
た
る
宮
内
大
臣
を
拘
束
せ
ず
、

個
別
の
事
案
に
よ
っ
て
は
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」

と
異
な
る
手
法
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
ウ
）
公
布
・
公
表
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

　

次
に
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
が
公
布
・
公
表
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
点
を
指
摘
し
た
い
。「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル

施
行
準
則
」
の
上
諭
は
、「
朕
茲
ニ
皇
族
會
議
及
樞
密
顧
問
ノ
諮
詢

ヲ
經
テ
皇
族
ノ
降
下
ニ
關
ス
ル
施
行
準
則
ヲ
裁
定
シ
其
ノ
施
行
ヲ
命

ス
」
と
あ
る
よ
う
に
公
布
に
関
す
る
文
言
が
無
く
、
且
つ
官
報
に
公

布
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
明
治
皇
室
典
範
も
公
布
さ
れ
な
か
っ

た
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
的
な
「
公
布
」
は
な
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
伝
統
的
な
「
公
表
」
は
な
さ
れ
た
と
説
明
さ
れ
て

い
る
（
（（
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
は
「
公
布
」

も
「
公
表
」
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
右
に
お
い
て
、「
皇
族
ノ
降
下

ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
は
、
性
質
上
伝
達
さ
れ
た
範
囲
に
つ
き
効
力

が
あ
る
と
述
べ
た
が
、
宮
内
省
、
枢
密
院
及
び
当
時
の
成
年
に
達
し

て
い
る
親
王
及
び
王
に
裁
可
が
伝
達
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。『
牧
野

伸
顕
文
書
』
所
収
の
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
に
よ
れ

ば
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
大
正
九
年
五
月
十
九
日
御
裁

可
ヲ
経
テ
宮
内
大
臣
ヨ
リ
裕
仁
親
王
殿
下
以
下
十
四
殿
下
ニ
言

上
並
宗
秩
寮
総
裁
及
有
栖
川
宮
華
頂
宮
竹
田
宮
附
各
宮
内
事
務

官
ニ
通
達

　
　
（
言
上
殿
下
）

　

裕
仁
親
王　

貞
愛
親
王

　

載
仁
親
王　

依
仁
親
王

　

邦
芳
王　
　

博
恭
王

　

博
義
王　
　

武
彦
王

　

恒
憲
王　
　

邦
彦
王

　

守
正
王　
　

多
嘉
王

　

鳩
彦
王　
　

稔
彦
王

　

成
久
王

　

こ
の
記
録
を
見
る
と
、
当
時
皇
族
会
議
に
出
席
資
格
の
あ
る
親
王

及
び
王
に
は
、
全
て
通
達
が
来
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
な
か
に
は
宮
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号
を
有
し
な
い
邦
芳
王
、
博
恭
王
、
博
義
王
及
び
多
嘉
王
が
含
ま
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
宮
内
省
及
び
枢
密
院
の
他
、
こ
れ
ら
の
親

王
及
び
王
に
は
、
通
達
が
到
達
し
て
い
る
以
上
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関

ス
ル
施
行
準
則
」
の
拘
束
力
が
あ
る
。
た
だ
し
、
も
し
、
こ
の
よ
う

な
通
達
が
、
大
正
九
年
五
月
十
九
日
以
後
に
成
人
し
た
王
に
交
付
さ

れ
て
い
な
い
と
し
た
ら
、
そ
の
王
に
は
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル

施
行
準
則
」
は
適
用
で
き
な
く
な
る
。

　

当
時
、
宮
内
省
に
い
た
酒
巻
芳
男
の
『
皇
室
制
度
講
話
（
（（
（

』
で
は
勅

旨
に
よ
る
降
下
に
つ
い
て
「
特
別
な
要
件
は
附
せ
ら
れ
て
居
な
い
」

と
述
べ
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
が
あ
た
か
も
存
在
し

な
い
か
の
よ
う
な
書
き
方
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
他
の
憲
法
や
皇
室
典

範
に
関
す
る
書
籍
に
は
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
に
つ

い
て
触
れ
て
い
な
い
。
前
掲
の
枢
密
院
に
お
け
る
宮
内
次
官
の
答
弁

で
は
、
皇
室
令
と
同
一
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
非
公
布

か
つ
秘
密
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
以
上
、
国
法
と
し
て
国
民
を
も
拘

束
し
て
い
た
「
皇
室
令
」
と
は
明
ら
か
に
相
違
す
る
。

　

以
上
の
三
点
か
ら
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
は
、

法
規
と
し
て
の
性
質
を
有
さ
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　

従
っ
て
、
単
な
る
内
規
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
皇
室
令
に
準
じ
る
の

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増

補
の
枠
内
に
あ
り
、
そ
の
適
用
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
る
こ
と
に
は

変
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
宮
内
省
も
、

皇
室
典
範
の
原
則
で
あ
る
永
世
皇
族
主
義
が
変
更
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
い
と
解
し
て
い
た
よ
う
だ
。

四�

、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
間
接
的
な

適
用

　

さ
て
、
明
治
皇
室
典
範
及
び
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
と
の
関

係
や
法
的
性
質
が
以
上
に
述
べ
た
よ
う
で
あ
る
以
上
、「
皇
族
ノ
降

下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
効
果
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

か
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
を
適
用
し
た
事
例
は
存
在

し
な
い
。
だ
が
、
存
在
し
て
い
た
時
期
に
降
下
し
た
十
二
王
の
事
例

を
根
拠
に
効
果
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
（
（（
（

。
こ
の
指
摘
は

間
違
っ
て
は
い
な
い
の
だ
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
法
律
構
成

で
あ
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
を
考
え
る
う
え
で
、
試
み

に
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
が
有
効
で
あ
っ
た
際
の
臣

籍
降
下
の
事
例
と
し
て
、「
勲
一
等
邦
英
王
殿
下
ニ
家
名
ヲ
賜
ヒ
華

族
ニ
列
セ
ラ
ル
ル
ノ
件
」『
枢
密
院
会
議
筆
記
』（
昭
和
六
年
三
月
十

一
日
）
で
の
二
上
兵
治
書
記
官
長
の
審
査
報
告
を
見
て
み
よ
う
。

按
ス
ル
ニ
本
件
ノ
邦
英
王
殿
下
ノ
臣
籍
降
下
ハ
同
殿
下
ノ
情
願

ニ
依
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
先
年
本
院
ノ
御
諮
詢
ヲ
経
テ
勅
定
ア
ラ
セ

ラ
レ
タ
ル
皇
族
ノ
降
下
ニ
關
ス
ル
施
行
準
則
ト
称
ス
ル
内
規
ノ

適
用
ニ
屬
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
モ
同
殿
下
ハ
此
ノ
施
行
準
則
ノ
規
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定
ニ
依
ル
モ
勅
旨
ヲ
以
テ
臣
籍
ニ
降
下
セ
シ
メ
ラ
ル
ヘ
キ
身
位

ニ
在
ラ
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
モ
ア
リ
其
ノ
情
願
ハ
之
ヲ
允
許
ア
ラ
セ

ラ
レ
然
ル
ヘ
キ
ニ
由
リ
本
案
ハ
此
ノ
儘
可
決
セ
ラ
ル
ヘ
キ
モ
ノ

ト
思
料
ス

　

す
な
わ
ち
、
右
に
よ
れ
ば
、
邦
英
王
よ
り
臣
籍
降
下
の
情
願
が
あ

り
、
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
に
よ
る
降
下
で
は
な
い
が
、

同
準
則
の
規
定
に
よ
れ
ば
勅
旨
に
よ
り
華
族
に
列
せ
ら
れ
る
べ
き
身

位
に
あ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
議
決
す
べ
き
だ
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て

い
る
。「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
が
存
在
し
た
時
期
の

王
の
臣
籍
降
下
に
当
た
り
諮
詢
を
受
け
た
枢
密
院
に
お
い
て
は
、
全

て
こ
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
当
時
、「
皇
族
ノ
降

下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
存
在
を
背
景
に
、
陸
軍
士
官
学
校
若
し

く
は
海
軍
兵
学
校
又
は
旧
制
高
等
学
校
卒
業
を
目
途
と
し
て
、
各
宮

家
の
長
子
孫
の
系
統
に
属
し
な
い
王
を
降
下
さ
せ
る
政
策
を
採
っ
て

い
た
の
で
あ
る
（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準

則
」
が
存
在
し
て
い
た
時
代
の
臣
籍
降
下
は
、
全
て
情
願
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
実
際
に
行
わ
れ
た
十
二
の
臣
籍
降
下
の
事

例
は
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
を
直
接
適
用
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
間
接
的
に
適
用
さ
れ
て
い
た
と
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

五
、
例
外
に
つ
い
て

　

前
述
し
た
よ
う
に
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
は
、

明
治
皇
室
典
範
に
規
定
し
た
永
世
皇
族
主
義
の
規
定
を
変
え
ず
に
、

宮
内
省
、
枢
密
院
、
伝
達
の
あ
っ
た
親
王
及
び
王
の
み
に
効
力
を
有

す
る
行
政
命
令
で
あ
っ
た
。
更
に
、
実
際
の
運
用
に
つ
い
て
は
、

「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
を
直
接
適
用
せ
ず
に
、
そ
の

存
在
を
背
景
に
臣
籍
降
下
の
事
案
を
処
理
し
た
の
で
あ
る
。
今
日
に

お
い
て
、
梶
田
明
宏
（
（（
（

（
平
成
十
八
年
）
が
、
皇
族
会
議
で
異
論
が
出

て
議
決
し
な
か
っ
た
こ
と
及
び
公
布
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
、

弾
力
運
用
の
含
み
を
持
た
せ
た
と
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、「
皇
族

ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
上
記
の
性
質
か
ら
、
そ
も
そ
も
一

律
に
適
用
さ
れ
る
性
質
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
明
文
の
例
外

と
、
且
つ
明
文
に
な
い
例
外
が
検
討
さ
れ
て
い
た
事
例
を
指
摘
す
る
。

（
一
）
明
文
の
例
外

　

そ
こ
で
、
ま
ず
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
に
規
定

の
あ
る
明
文
の
例
外
に
つ
い
て
は
以
下
の
四
つ
が
存
在
す
る
。

　

第
一
に
、
長
子
孫
の
系
統
四
世
以
内
に
あ
る
者
が
直
系
尊
属
た
る

親
王
、
王
に
先
立
ち
薨
去
し
た
場
合
、
兄
弟
で
あ
る
王
が
皇
位
継
承

の
順
序
に
従
い
こ
れ
に
代
わ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
（
同
第
三
条
）。

　

第
二
に
、
王
が
皇
位
を
継
承
し
た
場
合
、
明
治
皇
室
典
範
第
三
十
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二
条
の
規
定
に
よ
り
親
王
の
号
を
宣
下
さ
れ
た
皇
兄
弟
の
子
孫
に
こ

れ
を
準
用
す
る
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
第
四
条
）。

　

第
三
に
、
博
恭
王
を
長
子
孫
の
系
統
と
看
做
す
旨
規
定
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
（
同
附
則
第
二
項
）。
当
時
、
貞
愛
親
王
の
子
に
つ
い
て

は
、
皇
位
継
承
順
位
及
び
班
位
は
、
邦
芳
王
が
先
で
、
博
恭
王
が
後

で
あ
っ
た
が
、
貞
愛
親
王
の
情
願
に
よ
り
、
伏
見
宮
の
継
嗣
は
、
博

恭
王
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
博
恭
王
は
、
長
子
孫
の
系
統
に
あ
る

と
看
做
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
博
恭
王
の
子
で
あ
る
博
義
王
も
降
下
の

手
続
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
伏
見
宮
の
宮
号
は
、
貞
愛
親
王

の
後
、
博
恭
王
を
経
て
、
博
義
王
の
子
で
あ
る
博
明
王
が
承
継
し
た
。

　

第
四
に
、
邦
芳
王
及
び
多
嘉
王
に
は
、
適
用
が
な
い
旨
規
定
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
（
同
附
則
第
三
項
）。

　

上
に
掲
げ
た
例
外
の
う
ち
、
博
恭
王
、
邦
芳
王
及
び
多
嘉
王
に
つ

い
て
は
、
個
別
に
明
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
文
で
規
定
さ
れ

て
い
な
い
例
外
の
可
能
性
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
二
）
明
文
に
な
い
例
外
に
つ
い
て

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
王
の
臣
籍
降
下
に
は
、
皇
族
会
議
及
び
枢
密

顧
問
の
諮
詢
を
経
て
勅
定
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
た
以
上
、「
皇
族
ノ

降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
規
定
に
よ
り
、
勅
旨
を
以
て
王
を
臣

籍
降
下
の
手
続
を
進
め
た
場
合
、
諮
詢
を
受
け
た
皇
族
会
議
又
は
枢

密
院
に
お
い
て
否
決
さ
れ
て
臣
籍
降
下
が
行
わ
れ
な
い
と
い
う
事
案

が
生
じ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
『
枢
密
院
会
議
筆
記
』
の
前
掲
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
關
ス
ル
内
規
ノ

件
」
に
よ
れ
ば
、
伊
東
巳
代
治
審
査
委
員
長
が
、「
王
ノ
降
下
ノ
事

案
ニ
就
テ
ハ
一
々
皇
族
會
議
及
樞
密
顧
問
ノ
諮
詢
ヲ
經
テ
勅
定
セ
ラ

ル
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
言
フ
須
ヒ
ス
其
ノ
個
々
ノ
場
合
ニ
於
テ
大
體
本
案
ノ

規
定
ニ
準
拠
シ
且
事
態
ノ
緩
急
ニ
応
シ
テ
其
ノ
宜
シ
キ
ヲ
斟
酌
ス
ヘ

キ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
内
規
の
性
質
に

つ
い
て
、「
常
例
ト
シ
テ
準
拠
ス
ヘ
キ
大
體
ノ
準
則
」
で
あ
り
、
宮

内
当
局
も
同
一
の
見
解
を
有
す
る
旨
明
言
し
て
い
る
と
も
述
べ
て
い

る
。
前
述
の
と
お
り
、
宮
内
省
に
お
い
て
多
少
の
異
論
は
あ
っ
た
と

し
て
も
、
事
案
に
応
じ
て
例
外
が
生
じ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

実
際
に
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
例
外
を
模
索

し
た
事
例
が
あ
る
よ
う
だ
。
こ
こ
に
、
実
際
に
問
題
と
な
っ
た
事
例

を
検
討
し
た
い
。

ア
、
華
頂
博
信
侯
爵
の
身
位
問
題
に
見
る
例
外
の
可
能
性

　

ま
ず
、
華
頂
博
信
侯
爵
の
事
例
で
あ
る
。
華
頂
宮
博
忠
王
薨
去
後
、

弟
で
博
恭
王
第
三
男
子
の
華
頂
博
信
（
博
信
王
）
が
同
宮
を
継
ぐ
に

あ
た
っ
て
の
身
位
が
問
題
と
な
っ
た
。

　
『
牧
野
伸
顕
日
記
』
の
大
正
十
四
年
一
月
二
十
一
日
及
び
二
十
二

日
条
（
（（
（

に
よ
る
と
、

一
月
二
十
一
日
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竹
田
宮
伺
候

　
�

旧
冬
及
び
一
月
七
日
両
度
に
伏
見
妃[

経
子
女
王]

殿
下
御

来
車
に
て
、[

華
頂
宮]

博
忠
王
御
在
世
中
云
々
の
事
を
端

著
に
御
内
願
の
事
を
熱
心
に
御
話
し
あ
り
た
る
に
付
、
自
分

に
て
は
如
何
共
手
出
す
る
事
能
は
ず
、
大
臣
へ
伝
へ
置
く
べ

し
と
返
事
し
た
り
。
念
為
内
話
し
置
く
と
の
事
な
り
し
に
付
、

相
当
に
御
挨
拶
振
り
申
上
げ
置
き
た
り
。（
以
下
略
）

一
月
二
十
二
日

　
　
　
　
（
中
略
）

　

�

午
後
五
時
突
然
伏
見
妃
殿
下
官
舎
へ
御
来
臨
な
り
、
博
忠
王

云
々
、
両
姫
宮
御
夢
物
語
り
の
御
話
あ
り
て
結
局
御
頼
み
の

事
あ
り
。
仍
て
相
当
御
挨
拶
申
上
ぐ
。
但
御
期
待
遊
ば
さ
ざ

る
様
に
注
意
せ
り
。
候
補
者
の
年
齢
に
付
二
回
の
御
下
問
あ

り
た
る
も
、
事
実
に
触
れ
ず
、
不
得
要
領
に
拝
答
す
。
今
後

も
注
意
を
要
す
る
事
情
な
り
。

こ
こ
で
、「
伏
見
妃
」
と
は
、
伏
見
宮
博
恭
王
妃
経
子
の
こ
と
で
あ

る
。
同
妃
が
竹
田
宮
恒
徳
王
及
び
牧
野
宮
内
大
臣
に
、
華
頂
宮
博
忠

王
の
こ
と
を
話
題
に
あ
げ
て
、
熱
心
に
話
し
た
と
い
う
の
は
、
要
す

る
に
、
華
頂
宮
存
続
を
望
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

竹
田
宮
に
と
っ
て
は
、
権
限
外
の
こ
と
で
あ
り
、
牧
野
宮
内
大
臣
と

し
て
も
、
不
得
要
領
に
回
答
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
華
頂
宮
御
断
絶
ニ
関
ス
ル
件
」
と

い
う
意
見
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

新
ニ
華
頂
宮
ヲ
興
ス
ハ
不
適
當
ナ
リ

　

�

華
頂
宮
ハ
第
一
項
ニ
述
フ
ル
所
ニ
依
リ
當
然
絶
エ
タ
ル
モ
ノ

ナ
リ
。
然
レ
ト
モ
或
ル
皇
族
ニ
新
ニ
華
頂
宮
ナ
ル
称
號
ヲ
賜

ハ
ル
コ
ト
ハ
法
規
上
之
ヲ
禁
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
宮
號
ハ
思
召

ニ
依
リ
何
時
如
何
ナ
ル
皇
族
ニ
モ
賜
ハ
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ
ハ

久
邇
宮
ニ
属
セ
ル
鳩
彦
王
稔
彦
王
両
殿
下
ニ
夫
々
朝
香
宮
東

久
邇
宮
ノ
称
號
ヲ
賜
ヒ
北
白
川
宮
ニ
屬
セ
ル
恒
久
王
ニ
竹
田

宮
ノ
称
號
ヲ
賜
ヒ
タ
ル
ヲ
以
テ
見
ル
モ
明
カ
ナ
リ
。

　

�

然
レ
ト
モ
今
華
頂
宮
ノ
称
號
ヲ
他
ノ
皇
族
ニ
賜
ハ
ル
ハ
不
可

ナ
リ
其
ノ
主
ナ
ル
理
由
左
ノ
如
シ

　

�

一
、
宮
號
ハ
単
純
ナ
ル
称
號
ニ
シ
テ
家
名
ニ
非
ス
而
モ
家
ニ

近
キ
観
念
ヲ
構
成
シ
易
シ
。
今
華
頂
宮
称
號
ヲ
直
ニ
亦
賜
ハ

ル
カ
如
キ
事
ア
ラ
ハ
皇
室
一
家
ノ
主
義
ニ
粉
厚
セ
シ
メ
易
キ

嫌
ア
リ
。

　

�

二
、
皇
族
カ
養
子
ヲ
為
ス
コ
ト
ハ
皇
室
典
範
第
四
十
二
条
ノ

禁
止
ス
ル
所
、
宮
號
ノ
継
承
即
宮
ノ
繼
嗣
ヲ
指
定
、
選
定
ス

ル
コ
ト
亦
法
規
慣
習
ノ
認
メ
サ
ル
所
ナ
リ
。
博
恭
王
殿
下
カ

宮
號
ヲ
継
嗣
サ
レ
タ
ル
ハ
貞
愛
親
王
ノ
御
任
意
ニ
非
ス
。
特

ニ
貞
愛
親
王
並
ニ
博
恭
王
殿
下
ニ
御
沙
汰
ア
リ
タ
ル
ナ
リ
。

今
直
ニ
再
ヒ
華
頂
宮
ナ
ル
称
號
ヲ
賜
ハ
ル
コ
ト
ハ
是
等
ノ
精
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神
ニ
反
ス
。

　
�

三
、
宮
號
ノ
承
継
者
ノ
曠
夫
シ
又
ハ
曠
夫
セ
ム
ト
セ
ル
場
合

当
該
宮
號
ヲ
其
ノ
侭
新
ニ
賜
ハ
リ
タ
ル
例
ヲ
存
セ
ス
。
之
蓋

シ
前
二
項
ニ
述
フ
ル
理
由
ニ
依
リ
典
範
其
ノ
他
ノ
法
意
ヲ
尊

重
セ
ル
ニ
由
ラ
ス
ム
ハ
ア
ラ
ス
。
例
ヘ
ハ
宣
仁
親
王
殿
下
ニ

対
シ
テ
ハ
夙
ク
既
ニ
高
松
宮
ノ
称
號
ヲ
賜
ヒ
後
ニ
至
リ
テ
有

栖
川
宮
ノ
称
號
ヲ
賜
フ
コ
ト
ナ
シ
。
又
現
ニ
小
松
宮
ノ
称
號

ア
ル
コ
ト
ナ
ク
東
伏
見
宮
梨
本
宮
ノ
称
號
継
承
者
ヲ
定
メ
ラ

ル
ヽ
コ
ト
ナ
シ
。

　

�

四
、
現
今
ニ
於
テ
ハ
新
ニ
宮
號
ヲ
宣
示
セ
ラ
ル
ル
ハ
特
例
ナ

リ
。
朝
香
東
久
邇
宮
竹
田
宮
ノ
新
ニ
樹
テ
ラ
レ
タ
ル
ハ
内
親

王
殿
下
ノ
配
偶
タ
ル
ニ
依
ル
モ
ノ
ト
拝
察
セ
ラ
ル
、
秩
父
高

松
両
宮
ノ
称
號
ヲ
賜
ハ
リ
タ
ル
ハ
両
殿
下
未
タ
唱
フ
ヘ
キ
宮

號
ナ
キ
カ
故
ナ
リ　

多
嘉
王
殿
下
ハ
今
尚
久
邇
宮
ニ
屬
セ
ラ

ル

　

�

五
、
華
頂
宮
ナ
ル
称
號
ノ
復
興
ハ
皇
族
臣
籍
降
下
ニ
関
ス
ル

内
則
制
定
ノ
主
旨
ニ
反
ス

　

�

六
、
新
ニ
宮
號
ヲ
賜
ハ
レ
ハ
其
ノ
職
員
ヲ
新
設
シ
皇
族
歳
費

ヲ
増
ス
。
皇
族
財
産
ノ
現
状
ニ
鑑
ミ
執
ラ
サ
ル
所
ナ
リ

此
際
伏
見
宮
ヨ
リ
博
忠
王
ノ
御
兄
弟
御
一
人
臣
籍
ニ
降
下
サ
レ
、

華
頂
ノ
家
名
ヲ
賜
ハ
ル
ヲ
可
ト
ス

（
以
上
の
読
点
は
筆
者
）

　

要
す
る
に
、
華
頂
宮
博
忠
王
薨
去
後
の
華
頂
宮
に
つ
い
て
、
博
忠

王
薨
去
後
他
の
皇
族
に
直
ち
に
華
頂
宮
の
称
号
を
賜
う
こ
と
は
、
天

皇
の
思
召
し
に
よ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
令
上
禁
止
さ
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
が
、
皇
室
一
家
の
主
義
を
「
粉
更
セ
シ
メ
易
キ

嫌
」
が
あ
る
こ
と
、
皇
族
の
養
子
は
明
治
皇
室
典
範
第
四
十
二
条
が

禁
止
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
宮
家
の
継
嗣
を
指
定
・
選
定
す
る
こ
と
は

法
規
慣
習
が
許
さ
な
い
こ
と
、
宮
号
の
継
承
者
を
拡
大
し
又
は
拡
大

し
よ
う
と
す
る
場
合
、
当
該
宮
号
を
そ
の
ま
ま
賜
う
例
は
存
在
し
な

い
こ
と
、
当
時
新
に
宮
号
を
賜
る
の
は
特
例
で
あ
っ
た
こ
と
、
華
頂

宮
と
い
う
称
号
の
復
興
は
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」

制
定
の
「
主
旨
」
に
反
す
る
こ
と
、
及
び
、
皇
族
歳
費
を
増
加
す
る

こ
と
は
、
皇
室
財
産
の
現
状
に
鑑
み
る
と
不
適
当
で
あ
る
こ
と
を
理

由
と
し
て
、
華
頂
宮
の
復
活
は
不
可
で
あ
る
と
し
、
結
論
と
し
て
、

博
忠
王
の
兄
弟
一
人
を
臣
籍
降
下
し
、
華
頂
の
家
名
を
賜
う
の
を
可

と
す
る
旨
記
述
し
て
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
華

頂
宮
の
復
興
が
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
制
定
の
趣
旨

に
反
す
る
と
は
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
違
反
や
違
法
と
は
書
か
れ

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
博
信
王
は
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ

関
ス
ル
施
行
準
則
」
に
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
王
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
こ
で
博
信
王
が
王
の
身
位
の
ま
ま
継
承
す
る
こ
と
を
「
皇
族

ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
違
反
と
は
述
べ
な
い
で
、「
皇
族
ノ

降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
制
定
の
「
主
旨
」
に
反
す
る
と
述
べ
る
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に
止
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準

則
」
そ
の
も
の
の
拘
束
力
や
例
外
を
考
え
る
上
で
示
唆
に
富
ん
で
い

る
と
言
え
る
。

　

し
か
も
、
こ
の
意
見
書
は
、
前
述
の
『
牧
野
伸
顕
日
記
』
に
お
け

る
伏
見
宮
博
恭
妃
経
子
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
皇
族
の
身
分
の
ま
ま

博
信
王
が
華
頂
宮
を
継
承
す
る
こ
と
を
封
じ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
逆
に
言
え
ば
、
博
信
王
が
皇
族
の
身
分
を
維

持
し
た
ま
ま
華
頂
宮
の
祭
祀
を
継
承
で
き
る
よ
う
策
動
す
る
動
き
が

あ
っ
た
と
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
動
き
は
、
決
し
て
大
き
い
も

の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
法
律
的
に
は
可
能
な
こ
と
を
追
求
す
る
動

き
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

イ�

、
昭
和
天
皇
の
御
下
問
と
東
伏
見
邦
英
伯
爵
の
身
位
問

題
に
み
る
例
外
の
可
能
性

　

次
に
、
東
伏
見
邦
英
伯
爵
が
降
下
す
る
際
の
事
例
で
あ
る
。
久
邇

宮
邦
彦
王
の
第
三
男
子
東
伏
見
邦
英
（
邦
英
王
）
の
臣
籍
降
下
を
控

え
た
、
昭
和
六
年
三
月
の
昭
和
天
皇
の
御
下
問
に
注
目
し
た
い
。

　

即
ち
、
一
木
喜
徳
郎
宮
内
大
臣
を
通
じ
て
、
元
老
西
園
寺
公
望
に

次
の
御
下
問
を
し
て
い
る
。

第
一
は
皇
室
典
範
を
改
正
し
て
皇
族
に
養
子
の
制
度
を
認
め
る

こ
と
の
可
否
、

第
二
は
華
族
階
級
に
逓
減
主
義
を
取
る
の
可
否
、

第
三
は
久
邇
宮
邦
英
王
臣
籍
降
下
に
つ
き
ど
の
爵
位
が
適
当
か
、

　

こ
の
内
容
を
収
録
し
て
い
る
『
西
園
寺
公
望
伝
（
（（
（

』
で
は
、
第
一
の

質
問
と
第
三
の
質
問
が
関
連
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
東
伏
見
宮
の
祭

祀
を
継
承
す
る
予
定
の
邦
英
王
が
「
も
し
養
子
だ
と
解
釈
す
れ
ば
、

爵
位
は
伯
爵
で
は
な
く
侯
爵
が
相
当
と
な
る
」
と
あ
る
。
し
か
し
、

皇
室
典
範
を
改
正
し
て
養
子
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
侯
爵

又
は
伯
爵
と
し
て
で
は
な
く
、
有
栖
川
宮
の
祭
祀
を
継
い
だ
高
松
宮

宣
仁
親
王
と
同
様
、
親
王
又
は
王
と
し
て
宮
を
承
継
す
る
と
い
う
話

に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
降
下
し
た
王
に
賜
う
べ
き
爵
位

に
つ
い
て
は
、
明
治
皇
室
典
範
及
び
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
に

規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
め
の
皇
室
典
範
の

改
正
は
、
不
要
で
あ
る
か
ら
だ
。

　

し
か
も
、
邦
英
王
に
つ
い
て
は
、
読
売
新
聞
大
正
十
一
年
六
月
二

十
八
日
朝
刊
五
面
に
「
東
伏
見
宮
殿
下
薨
去
の
た
め
御
後
繼
に
決

ま
っ
て
い
る
久
邇
宮
第
三
王
子
邦
英
王
殿
下
に
新
宮
號
宣
下
が
あ
る

や
に
伝
ふ
る
も
の
が
あ
る
が
…
…
」
と
の
記
事
が
あ
る
。
こ
の
記
事

が
出
た
と
い
う
こ
と
は
、
敢
え
て
邦
英
王
が
皇
族
と
し
て
止
ま
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
か
っ
た
者
が
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、『
牧
野
伸
顕
文
書
』
所
収
の
「
皇
族
ノ
御
養
子
ニ
付
テ
（
（（
（

」

と
い
う
意
見
書
に
は
以
下
の
否
定
的
な
記
述
が
あ
る
。

皇
族
ノ
養
子
ヲ
為
ス
コ
ト
ノ
絶
対
ニ
禁
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
知
ル
ヘ

シ
。
今
仮
ニ
甲
宮
ニ
御
継
嗣
タ
ル
ヘ
キ
男
子
ナ
キ
ノ
故
ヲ
以
テ

甲
宮
ノ
宮
号
ヲ
継
承
セ
シ
ム
ガ
為
乙
宮
ノ
男
子
ヲ
養
育
セ
ラ
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ル
ヽ
カ
如
キ
ハ
明
ニ
違
法
ノ
行
為
タ
リ
。
又
仮
ニ
甲
宮
ニ
御
継

嗣
タ
ル
ヘ
キ
男
子
ナ
キ
ノ
故
ヲ
以
テ
乙
宮
ノ
男
子
ニ
甲
宮
ノ
祭

祀
ヲ
絶
タ
シ
メ
ザ
ル
ガ
為
メ
又
ハ
御
財
産
ヲ
御
譲
与
ア
ラ
ム
カ

為
メ
全
ク
別
個
ノ
宮
號
（
例
ヘ
ハ
丙
宮
）
ヲ
賜
ル
カ
如
キ
場
合

ア
ラ
ム
カ
其
ノ
果
シ
テ
之
ヲ
養
子
ト
看
做
ス
ヘ
キ
ヤ
否
ヤ
又
従

テ
之
ヲ
違
法
ナ
リ
ト
断
ス
ヘ
キ
ヤ
未
タ
逼
ニ
論
断
ス
ヘ
カ
ラ
ス

ト
雖
…
…
今
日
ニ
於
テ
ハ
又
全
ク
時
宜
ニ
適
セ
サ
ル
ナ
リ
。
今

此
ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
新
宮
號
ノ
宣
賜
ヲ
以
テ
養
子
ト
看
ル
ヘ
カ

ラ
ス
ト
ス
ル
モ
尚
斯
ノ
如
キ
事
態
ノ
不
可
ナ
ル

　

こ
の
意
見
書
は
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
書
か
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
天
皇
の
御
下
問
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、

内
容
か
ら
い
っ
て
、
東
伏
見
宮
に
お
い
て
久
邇
宮
邦
彦
王
第
三
男
子

の
邦
英
王
を
養
育
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
載
せ
た
。
こ
の
意
見
書
は
、
更
に
、「
是

ニ
仍
テ
之
ヲ
観
レ
ハ
仮
令
養
子
ニ
非
ス
ト
雖
之
ニ
類
ス
ル
方
法
ヲ
以

テ
宮
ヲ
増
益
ス
ル
コ
ト
ハ
国
法
ノ
欲
セ
サ
ル
所
ナ
ル
ナ
リ
」
と
し
て
、

当
時
の
現
状
で
は
、
養
子
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
を
認
め
る

こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
も
し
、
あ
る
皇
族
が
後
継

な
く
し
て
薨
去
し
た
場
合
、
別
の
あ
る
皇
族
が
縁
故
あ
る
宮
号
を
賜

う
こ
と
に
つ
い
て
も
、「
固
ヨ
リ
其
ノ
宮
ノ
偉
勲
其
ノ
他
ニ
鑑
ミ
」

天
皇
陛
下
の
勅
旨
で
決
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
濫
り
に

願
望
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

　

有
栖
川
宮
三
代
の
勲
功
に
鑑
み
、
高
松
宮
が
そ
の
祭
祀
を
継
い
だ

事
例
を
見
れ
ば
、
確
か
に
、
依
仁
親
王
も
海
軍
で
勲
功
を
残
し
て
い

る
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
御
沙
汰
が
あ
る
場
合
に
は
、
邦
英
王
も
皇

族
と
し
て
東
伏
見
宮
の
祭
祀
を
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る
途
は
あ
っ
た
と

考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

も
っ
と
も
、
実
際
に
は
邦
英
王
は
、
臣
籍
降
下
の
情
願
を
な
し
て
、

王
の
情
願
は
、
皇
族
会
議
及
び
枢
密
顧
問
の
諮
詢
を
経
て
允
可
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
経
過
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
皇
族
の
範

囲
拡
大
を
抑
制
す
る
た
め
に
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」

が
制
定
さ
れ
て
い
る
上
に
、
既
に
類
似
の
事
例
に
お
い
て
、
輝
久
王

及
び
博
信
王
が
皇
族
の
身
分
で
祭
祀
を
承
継
さ
れ
る
こ
と
が
否
定
さ

れ
、
邦
英
王
が
東
伏
見
宮
で
養
育
す
る
こ
と
に
さ
え
懸
念
を
持
つ
も

の
も
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
状
況
に
於
い
て
、
法
的
に
は
可
能

で
あ
っ
て
も
、
邦
英
王
も
皇
族
の
身
分
の
ま
ま
で
祭
祀
を
継
げ
る
状

況
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
（
（（
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
ご
下
問
の
通
り
、
明
治
皇
室
典
範
の
改
正
が
実
現

し
た
場
合
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
に
よ
り
、
勅
旨

に
よ
る
降
下
の
可
能
性
の
あ
る
王
が
、
宮
号
を
有
す
る
親
王
又
は
王

の
養
子
と
な
っ
た
場
合
、
勅
旨
に
よ
る
降
下
の
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ

る
可
能
性
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
例
か
ら
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
に
は
、
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明
文
の
規
定
の
他
に
も
、
例
外
の
余
地
が
あ
り
、
現
実
に
例
外
の
可

能
性
が
探
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

六�
、占
領
下
に
お
け
る
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準

則
」
の
意
義
喪
失
と
廃
止

　
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た

実
効
性
と
例
外
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
実
際
に
明
治
四

十
年
皇
室
典
範
増
補
第
一
条
の
施
行
準
則
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
の
廃
止

を
待
た
ず
し
て
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
は
、
意
義

を
喪
失
し
、
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

終
戦
後
、
昭
和
二
十
一
年
五
月
三
日
よ
り
、
生
存
者
へ
の
叙
勲
が

停
止
さ
れ
た
（
（（
（

。
ま
た
、
同
五
月
十
六
日
に
帝
国
議
会
に
勅
書
を
以
っ

て
「
帝
国
憲
法
改
正
案
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
後
に
、
日
本
国
憲

法
と
な
る
こ
の
改
正
案
に
は
、
当
初
、
華
族
制
度
等
の
貴
族
制
度
は

原
則
廃
止
と
し
、
憲
法
改
正
当
時
生
存
す
る
一
代
に
限
り
そ
の
地
位

を
認
め
る
と
さ
れ
て
い
た
が
（
第
九
十
七
条
）、
こ
の
規
定
が
衆
議
院

で
削
除
さ
れ
た
た
め
、
結
局
は
日
本
国
憲
法
の
施
行
を
以
っ
て
、
全

面
的
に
貴
族
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
状
況
下
に
お
い
て
、
王
を
華
族
に
列
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
賀
陽
宮
恒
憲
王
第
二
男
子
の
治
憲

王
（
大
正
十
五
年
七
月
三
日
生
）
は
、
昭
和
二
十
年
十
月
一
日
に
海
軍

兵
学
校
を
繰
上
卒
業
し
、
翌
二
十
一
年
七
月
三
日
に
成
年
と
な
り
、

貴
族
院
議
員
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状
態
で
あ
れ
ば
、
従
前
の
事
例

に
よ
れ
ば
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
存
在
を
背
景

と
し
て
、
臣
籍
降
下
の
手
続
が
な
さ
れ
る
は
ず
だ
が
、
管
見
の
限
り

そ
の
形
跡
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
王
は
勲
一
等
に
叙
さ
れ
、

旭
日
大
綬
章
を
授
け
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
（
皇
族
身
位
令
第
十
五

条
）、
治
憲
王
は
成
年
後
も
叙
勲
さ
れ
て
い
な
い
（
（（
（

。

　

こ
の
意
味
で
、
終
戦
後
、
華
族
制
度
の
廃
止
が
内
定
し
た
段
階
で
、

「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
意
味
は
完
全
に
喪
失
し
た

と
言
え
る
。

　

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
七
日
に
、
皇
族
会
議
及
び
枢
密
顧
問

の
諮
詢
を
経
て
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
廃
止
ノ
件
」
が

裁
可
、
施
行
さ
れ
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
が
廃
止

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
「
皇
室
典
範
増
補
中
改
正
ノ
件
」

に
付
帯
す
る
も
の
と
し
て
枢
密
院
で
同
時
に
審
議
さ
れ
た
、「
皇
族

身
位
令
中
改
正
ノ
件
（
昭
和
二
十
一
年
皇
室
令
第
二
十
七
号
）」、「
皇
統

譜
令
中
改
正
ノ
件
（
昭
和
二
十
一
年
皇
室
令
第
二
十
八
号
）」
及
び
「
皇

族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
廃
止
ノ
件
」（
非
公
布
）
が
一
括
し
て

制
定
さ
れ
る
と
き
の
一
つ
で
あ
る
。
即
ち
、
明
治
四
十
年
裁
定
の
皇

室
典
範
増
補
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
連
法
令
整
理
の
際
、「
皇
族
ノ

降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
廃
止
も
同
時
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
廃
止
の
措
置
に
つ
い
て
、『
枢
密
院
会
議
筆
記
』
の
「
一　
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皇
室
典
範
増
補
中
改
正
ノ
件
、
一　

皇
族
身
位
令
中
改
正
ノ
件
、
一

　

皇
統
譜
令
中
改
正
ノ
件
、
一　

皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則

廃
止
ノ
件
（
（（
（

」
に
は
、
潮
恵
之
助
枢
密
院
審
査
委
員
長
の
審
査
報
告
に

お
い
て
、「
最
近
に
於
け
る
國
情
の
変
化
と
今
後
に
お
け
る
皇
族
の

地
位
に
鑑
み
、
変
通
の
途
が
拓
か
れ
る
こ
と
の
必
要
を
考
え
、
こ
の

際
、
本
件
を
以
て
こ
れ
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。」
と

説
明
し
て
い
る
。　
　

　

な
ぜ
、
日
本
国
憲
法
の
施
行
を
控
え
た
時
期
に
廃
止
と
な
っ
た
か

は
、
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
当
時
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
十
四
日
に

臣
籍
降
下
す
る
こ
と
に
な
る
十
一
宮
家
の
皇
族
方
の
問
題
も
存
在
す

る
上
に
、
日
本
国
憲
法
施
行
に
伴
い
華
族
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
た
の
で
、
華
族
制
度
の
存
在
を
前
提
と
し
た
諸
法
令
や

「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
を
含
む
内
規
が
運
用
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
る
。

　

正
式
な
廃
止
日
は
、
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
の
一
部
改
正
が

な
さ
れ
た
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
七
日
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
事
情
の
下
で
は
、
華
族
制
度
廃
止
が
確
定
し
た
時
点
で
既
に
意
義

を
喪
失
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
日
本
国
憲
法
施
行
に
伴
い
、
明
治
皇
室
典
範
並
び
に
、

明
治
四
十
年
及
び
大
正
七
年
御
裁
定
の
皇
室
典
範
増
補
は
、
昭
和
二

十
二
年
五
月
一
日
の
「
皇
室
典
範
及
皇
室
典
範
増
補
廃
止
ノ
件
」
に

よ
り
、
翌
五
月
二
日
限
り
廃
止
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
皇
室
令
及

び
附
属
法
令
も
同
様
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
二
十
二
年
皇
室
令
第

十
二
号
）。
こ
の
と
き
に
廃
止
と
な
っ
た
皇
室
令
及
び
附
属
法
令
の

規
定
は
、
皇
統
譜
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
一
号
）
第
一
条
の
「
皇

統
譜
に
関
し
て
は
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
」
と
い
う

規
定
や
昭
和
二
十
二
年
五
月
三
日
宮
内
府
長
官
官
房
文
書
課
長
発
依

命
通
牒
第
四
十
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
現
在
で
も
一
部
が
援
用
さ
れ

て
い
る
が
、
既
に
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
に
廃
止
と
な
っ
た
「
皇
族

ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
は
、
当
然
援
用
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
。
従
っ
て
、
現
在
も
援
用
さ
れ
て
い
る
一
部
の
皇
室
令
及
び
附

属
法
令
と
は
違
い
、
何
等
の
効
力
も
有
し
な
い
。

お
わ
り
に

　

本
論
文
で
明
ら
か
に
し
た
の
は
以
下
の
点
で
あ
る
。

　
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
は
、「
皇
室
典
範
」
と
い
う

形
式
の
法
の
下
位
法
で
あ
り
、
そ
の
性
格
上
、
明
治
皇
室
典
範
及
び

明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
の
枠
内
し
か
規
定
で
き
な
い
も
の
で
あ

り
、
そ
の
法
的
性
格
か
ら
拘
束
力
に
は
自
ず
と
限
度
が
あ
っ
た
。
し

か
も
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
規
定
の
例
外
の
可

能
性
を
探
る
事
例
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
皇
族
ノ

降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
制
定
以
後
で
も
、
一
定
世
数
以
下
の
王

の
臣
籍
降
下
は
絶
対
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、「
皇

族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
は
、
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
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七
日
に
廃
止
さ
れ
た
の
で
、
昭
和
二
十
二
年
皇
室
令
第
十
二
号
で
廃

止
さ
れ
た
皇
室
令
及
び
附
属
法
令
の
よ
う
に
援
用
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
。

　

よ
っ
て
、
前
述
し
た
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
形

式
と
効
力
に
鑑
み
れ
ば
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
を
根
拠
に
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
十
四
日
の
臣

籍
降
下
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
一
定
世
数
以
下
の
王
は
降

下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
主
張
は
妥
当
で
な
い
と
私
は

考
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
現
代
に
お
け
る
宮
号
の
継
承
の
前
例
に
つ
い
て
振

り
返
る
と
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
制
定
時
に
は
全

く
想
定
さ
れ
て
い
な
い
事
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　

な
ん
と
直
近
の
宮
号
継
承
は
、
伏
見
宮
博
明
王
（
昭
和
二
十
一
年

八
月
十
六
日
御
祖
父
君
博
恭
王
薨
去
に
よ
る
）
と
な
り
、
こ
れ
以
後
、
宮

号
を
継
承
し
た
事
例
が
存
在
し
て
い
な
い
。

　

こ
れ
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
十
四
日
の
十
一
宮
家
の
臣
籍
降
下

に
加
え
、
昭
和
天
皇
の
御
弟
君
が
御
創
立
さ
れ
た
秩
父
宮
と
高
松
宮

は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
代
で
御
断
絶
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
の
皇
室
典
範
第
九
条
の
も
と
で
は
、
依
然
、
皇
族
の
養

子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
三
笠
宮
と
そ
の
分
流
の
宮
号
も
一
代

で
御
断
絶
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
も
、
明
治
皇
室
典
範
施
行
以
後
の
宮
号
継
承
事
例
は
、
明
治

二
十
八
年
一
月
十
五
日
の
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
（
明
治
二
十
八
年
一
月

十
五
日
御
父
君
威
仁
親
王
薨
去
に
よ
る
）
を
除
き
、
伏
見
宮
邦
家
親
王

の
子
孫
の
事
例
し
か
存
在
し
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
も
し
、
華
族
制
度
を
含
む
当
時

の
制
度
が
存
続
し
て
い
て
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」

が
存
続
し
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
内
規
の
例
外
を
明
確
に
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

【
参
照
勅
語
、
法
令
、
規
則
等
】

一
、�

貞
愛
親
王
、
威
仁
親
王
ニ
賜
フ
勅
語
（
大
正
元
年
八
月
十
三
日
『
官
報

号
外
』「
宮
廷
録
事
」
掲
載
）

卿
、
累
世
ノ
懿
親
ヲ
以
テ
、
多
年
力
ヲ
國
家
ニ
致
シ
、
德
望
共
ニ
隆
シ
、
朕
、

猝
ニ
大
喪
ニ
遭
ヒ
、
菲
德
ヲ
以
テ
大
統
ヲ
繼
キ
、
夙
夜
淬
勵
、
先
帝
ノ
遺
德

ヲ
宣
揚
セ
ム
コ
ト
ヲ
期
ス
。
卿
、
宜
シ
ク
師
佐
ス
ル
所
ア
リ
、
以
テ
朕
カ
志

ヲ
成
就
セ
シ
ム
ヘ
シ
。（
各
通
）

出
典
：「
貞
愛
親
王
威
仁
親
王
ニ
賜
フ
勅
語
」『
大
正
詔
勅
・
乾
』（
国

立
公
文
書
館
蔵
）

　
　
　

�「
第
一
九
五
三
詔　

貞
愛
親
王
及
威
仁
親
王
に
賜
は
り
た
る
勅

語
（
大
正
元
年
八
月
十
三
日
）」『
縮
刷
版
み
こ
と
の
り
』（
錦

正
社
・
平
成
十
四
年
）
一
〇
六
六
・
一
〇
六
七
頁

　
二
、�
載
仁
親
王
殿
下
ニ
賜
ヒ
タ
ル
勅
語
（
昭
和
元
年
十
二
月
二
十
八
日
『
官

報
号
外
』「
宮
廷
録
事
」
掲
載
）

朕
、
新
ニ
大
統
ヲ
承
ケ
、
先
朝
ノ
宏
謨
ヲ
繼
述
セ
ン
ト
ス
。
負
荷
甚
タ
重
ク
、
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憂
念
殊
ニ
深
シ
。
卿
、
宗
室
ノ
懿
親
ヲ
以
テ
、
両
朝
ニ
歴
事
シ
、
勤
労
是
レ

積
ミ
、
德
望
是
レ
隆
シ
。
其
レ
復
タ
朕
カ
躬
ヲ
匤
輔
シ
、
朕
ヲ
シ
テ
、
皇
祖

孝
曁
ヒ
皇
孝
ノ
遺
緒
ヲ
失
墜
ス
ル
無
カ
ラ
シ
メ
ヨ
。

　

出
典
：�「
載
仁
親
王
殿
下
ニ
賜
ヒ
タ
ル
勅
語
」『
昭
和
詔
勅
』（
国
立
公
文

書
館
蔵
）

　
　
　
　

�「
第
二
〇
二
四
詔　

閑
院
宮
載
仁
親
王
に
賜
は
り
た
る
勅
語
（
昭

和
元
年
十
二
月
二
十
八
日
）」　
『
縮
刷
版
み
こ
と
の
り
』（
錦
正
社
・

平
成
十
四
年
）
一
〇
九
八
・
一
〇
九
九
頁

　
三
、
明
治
皇
室
典
範
（
明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
）
抄
録

第�

三
十
條　

皇
族
ト
稱
フ
ル
ハ
太
皇
太
后
皇
太
后
皇
后
皇
太
子
皇
太
子
妃
皇

太
孫
皇
太
孫
妃
親
王
親
王
妃
內
親
王
王
王
妃
女
王
ヲ
謂
フ

第�

三
十
一
條　

皇
子
ヨ
リ
皇
玄
孫
ニ
至
ル
マ
テ
ハ
男
ヲ
親
王
女
ヲ
內
親
王
ト

シ
五
世
以
下
ハ
男
ヲ
王
女
ヲ
女
王
ト
ス

第�

三
十
二
條　

天
皇
支
系
ヨ
リ
入
テ
大
統
ヲ
承
ク
ル
ト
キ
ハ
皇
兄
弟
姉
妹
ノ

王
女
王
タ
ル
者
ニ
特
ニ
親
王
內
親
王
ノ
號
ヲ
宣
賜
ス

第�

四
十
二
條　

�

皇
族
ハ
養
子
ヲ
爲
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

第�

四
十
四
條　

皇
族
女
子
ノ
臣
籍
ニ
嫁
シ
タ
ル
者
ハ
皇
族
ノ
列
ニ
在
ラ
ス
但

シ
特
旨
ニ
依
リ
仍
内
親
王
女
王
ノ
称
ヲ
有
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第�

五
十
七
條　

現
在
ノ
皇
族
五
世
以
下
親
王
ノ
號
ヲ
宣
賜
シ
タ
ル
者
ハ
舊
ニ

依
ル

第�

五
十
八
條　

皇
位
繼
承
ノ
順
序
ハ
總
テ
實
系
ニ
依
ル
現
在
皇
養
子
皇
猶
子

又
ハ
他
ノ
繼
嗣
タ
ル
ノ
故
ヲ
以
テ
之
ヲ
混
ス
ル
コ
ト
ナ
シ

第�

六
十
條　

親
王
ノ
家
格
及
其
ノ
他
此
ノ
典
範
ニ
牴
觸
ス
ル
例
規
ハ
總
テ
之

ヲ
廢
ス

四
、
皇
室
典
範
増
補
（
明
治
四
十
年
二
月
十
一
日
）
抄
録

但
し
、
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
七
日
改
正
前
の
も
の

第�

一
條　

王
ハ
勅
旨
又
ハ
情
願
ニ
依
リ
家
名
ヲ
賜
ヒ
華
族
ニ
列
セ
シ
ム
ル
コ

ト
ア
ル
ヘ
シ

第�

五
條　

第
一
条
第
二
条
第
四
条
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
皇
族
會
議
及
樞
密
顧
問

ノ
諮
詢
ヲ
經
ヘ
シ

　

※�

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
七
日
の
改
正
に
よ
り
、
第
一
条
は
、「
内

親
王
王
女
王
ハ
勅
旨
又
ハ
情
願
ニ
依
リ
臣
籍
ニ
入
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル

ヘ
シ
」
と
改
め
ら
れ
た
。

五
、
皇
族
身
位
令
（
明
治
四
十
三
年
皇
室
令
第
二
號
）
抄
録

但
し
、
昭
和
二
十
一
年
皇
室
令
第
二
十
七
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の

第�

二
十
五
條　

皇
室
典
範
増
補
第
一
條
ノ
規
定
ニ
依
ル
情
願
ヲ
爲
ス
ニ
ハ
王

滿
十
五
年
以
上
タ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第�

二
十
六
條　

皇
室
典
範
増
補
第
一
条
ノ
規
定
ニ
依
リ
華
族
ニ
列
セ
ラ
レ
タ

ル
者
ハ
一
家
ヲ
創
立
ス
同
第
四
條
ノ
規
定
ニ
依
リ
臣
籍
ニ
降
サ
レ
タ
ル
者

亦
同
シ

第�

二
十
七
条　

皇
室
典
範
増
補
第
一
條
ノ
規
定
ニ
依
リ
華
族
ニ
列
セ
ラ
レ
タ

ル
者
ニ
ハ
世
襲
財
産
ヲ
賜
フ
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

六
、
皇
室
典
範
及
同
増
補
廃
止
ノ
件
（
昭
和
二
十
二
年
五
月
一
日
）

　

明
治
二
十
二
年
裁
定
ノ
皇
室
典
範
竝
ニ
明
治
四
十
年
及
大
正
七
年
裁
定
ノ

皇
室
典
範
增
補
ハ
昭
和
二
十
二
年
五
月
二
日
限
リ
之
ヲ
廢
止
ス

七
、
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
（
大
正
九
年
五
月
十
九
日
）

　

朕
茲
ニ
皇
族
會
議
及
樞
密
顧
問
ノ
諮
詢
ヲ
經
テ
皇
族
ノ
降
下
ニ
關
ス
ル
施

行
準
則
ヲ
裁
定
シ
其
ノ
施
行
ヲ
命
ス

第�

一
條　

皇
玄
孫
ノ
子
孫
タ
ル
王
明
治
四
十
年
二
月
十
一
日
勅
定
ノ
皇
室
典
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範
増
補
第
一
條
及
皇
族
身
位
條
第
二
十
五
條
ノ
規
定
ニ
依
リ
情
願
ヲ
爲
サ

サ
ル
ト
キ
ハ
長
子
孫
ノ
系
統
四
世
以
内
ヲ
除
ク
ノ
外
勅
旨
ニ
依
リ
家
名
ヲ

賜
ヒ
華
族
ニ
列
ス

第�

二
條　

前
條
ノ
長
子
孫
ノ
系
統
ヲ
定
ム
ル
ハ
皇
位
繼
承
ノ
順
序
ニ
依
ル

第�

三
條　

長
子
孫
ノ
系
統
四
世
以
内
ニ
在
ル
者
子
孫
ナ
ク
シ
テ
父
祖
ニ
先
チ

薨
去
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
兄
弟
タ
ル
王
ア
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
王
皇
位
繼
承
ノ

順
序
ニ
従
ヒ
之
ニ
代
ル
モ
ノ
ト
ス

第�

四
條　

前
数
條
ノ
規
定
ハ
皇
室
典
範
第
三
十
二
條
ノ
規
定
ニ
依
リ
親
王
ノ

號
ヲ
宣
賜
セ
ラ
レ
タ
ル
皇
兄
弟
ノ
子
孫
ニ
之
ヲ
準
用
ス

附
則

　

此
ノ
準
則
ハ
現
在
ノ
宣
下
親
王
ノ
子
孫
現
ニ
宮
號
ヲ
有
ス
ル
王
ノ
子
孫
並

ニ
兄
弟
及
其
ノ
子
孫
ニ
之
ヲ
準
用
ス
但
シ
第
一
條
ニ
定
メ
タ
ル
世
數
ハ
故
邦

家
親
王
ノ
子
ヲ
一
世
ト
シ
實
系
ニ
ヨ
リ
之
ヲ
算
ス

　

博
恭
王
ハ
長
子
孫
ノ
系
統
ニ
在
ル
モ
ノ
ト
看
做
ス

　

邦
芳
王
及
多
嘉
王
ニ
ハ
此
ノ
準
則
ヲ
適
用
セ
ス

　

出
典
：�JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. A

06050006500

、

　
　
　
　

�「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
廃
止
ノ
件
」『
枢
密
院
御
下
付

案
・
昭
和
二
十
一
年
』
及
び
『
牧
野
伸
顕
文
書
』（
国
立
国
会
図

書
館
憲
政
資
料
室
蔵
）

八
、
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
廃
止
ノ
件

（
①
、
宮
内
大
臣
官
房
か
ら
枢
密
院
へ
の
伝
達
文
書
）

宮
内
大
臣
官
房
宮
発
第
二
一
三
號

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
大
臣
子
爵　

松
平
慶
民　

樞
密
院
議
長　

清
水
澄
殿

曩
ニ
皇
族
會
議
及
樞
密
顧
問
ニ
諮
詢
被
為
在
候
皇
族
ノ
降
下
ニ
關
ス
ル
施
行

準
則
廢
止
ノ
件
別
紙
ノ
通
御
裁
定
有
之
候
ニ
付

御
沙
汰
ニ
依
リ
及
伝
達
候
也

（
②
、
上
記
伝
達
文
書
に
記
載
さ
れ
た
本
文
）

朕
茲
ニ
皇
族
會
議
及
樞
密
顧
問
ノ
諮
詢
ヲ
經
テ
皇
族
ノ
降
下
ニ
關
ス
ル
施
行

準
則
廢
止
ノ
件
ヲ
裁
定
シ
其
ノ
施
行
ヲ
命
ス

御
名　

御
璽

　

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
大
臣
子
爵　

松
平
慶
民　

皇
族
ノ
降
下
ニ
關
ス
ル
施
行
準
則
ハ
之
ヲ
廢
止
ス

　

出
典
：�JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. A

06050006500

、

　
　
　
　

�「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
廃
止
ノ
件
」『
枢
密
院
御
下
付

案
・
昭
和
二
十
一
年
』

　
　
　

�　

�

但
し
、
本
件
は
、
施
行
の
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

当
該
伝
達
文
書
ご
と
掲
載
し
、
括
弧
内
は
筆
者
が
補
足
し
た
。

　
九
、
明
治
四
十
年
軍
令
第
一
号
軍
令
ニ
関
ス
ル
件

朕
軍
令
ニ
關
ス
ル
件
ヲ
制
定
シ
之
カ
施
行
ヲ
命
ス

軍
令
第
一
號

第�

一
條　

�

陸
海
軍
ノ
統
帥
ニ
關
シ
勅
定
ヲ
經
タ
ル
規
程
ハ
之
ヲ
軍
令
ト
ス

第�

二
條　

軍
令
ニ
シ
テ
公
示
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ニ
ハ
上
諭
ヲ
附
シ
親
署
ノ
後
御

璽
ヲ
鈐
シ
主
任
ノ
陸
軍
大
臣
海
軍
大
臣
年
月
日
ヲ
記
入
シ
之
ニ
副
署
ス

第�
三
條　

軍
令
ノ
公
示
ハ
官
報
ヲ
以
テ
ス

第�

四
條　

�
軍
令
ハ
別
段
ノ
施
行
時
期
ヲ
定
ム
ル
モ
ノ
ノ
外
直
ニ
之
ヲ
施
行
ス

　

※�

昭
和
二
十
年
十
一
月
三
十
日
軍
令
第
五
号
「
従
前
ノ
軍
令
中
陸
軍
大
臣

等
ニ
関
ス
ル
規
定
ノ
件
」
に
よ
り
、
こ
の
軍
令
中
、「
陸
軍
大
臣
」
と
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あ
る
の
は
、「
第
一
復
員
大
臣
」
に
、「
海
軍
大
臣
」
と
あ
る
の
は
、「
第

二
復
員
大
臣
」
に
改
め
ら
れ
た
。

　
十
、�

昭
和
二
十
二
年
五
月
三
日
宮
内
府
長
官
官
房
文
書
課
発
第
四
五
号
依
命

通
牒

皇
室
令
及
び
附
属
法
令
は
、
五
月
三
日
限
り
、
廢
止
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ

た
に
つ
い
て
は
、
事
務
は
、
概
ね
、
左
記
に
よ
り
、
取
り
扱
う
こ
と
に
な
つ

た
か
ら
、
命
に
よ
つ
て
通
牒
す
る
。

　
　
　

記

一
、�

新
法
令
が
、
で
き
て
い
る
も
の
は
、
当
然
夫
々
、
そ
の
條
規
に
よ
る
こ
と
。

（
例
、
皇
室
典
範
、
宮
内
府
法
、
宮
内
府
法
施
行
令
、
皇
室
経
済
法
、
皇

室
経
済
法
の
施
行
に
関
す
る
法
律
、
皇
統
譜
令
等
）

二
、�

政
府
部
内
一
般
に
適
用
す
る
法
令
は
、
当
然
、
こ
れ
を
適
用
す
る
こ
と
。

（
例
、
官
吏
任
用
敍
級
令
、
官
吏
俸
給
令
等
）

三
、�

從
前
の
規
定
が
、
廢
止
と
な
り
、
新
し
い
規
定
が
、
で
き
て
い
な
い
も

の
は
、
從
前
の
例
に
準
じ
て
、
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
。（
例
、
皇
室
諸

制
典
の
附
式
、
皇
族
の
班
位
等
）

四
、�

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
從
前
の
例
に
よ
れ
な
い
も
の
は
、
当
分
の
内

の
案
を
立
て
て
、
伺
い
を
し
た
上
、
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
。（
例
、
宮

中
席
次
等
）

五
、�

部
内
限
り
の
諸
規
則
で
、
特
別
の
事
情
の
な
い
も
の
は
、
新
規
則
が
で

き
る
ま
で
、
從
來
の
規
則
に
準
じ
て
、
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
。
特
別
の

事
情
の
あ
る
も
の
は
、
前
項
に
準
じ
て
処
理
す
る
こ
と
。（
例
、
委
任
規
定
、

非
常
災
害
処
務
規
定
等
）

　

出
典
：�

大
原
康
男
『
詳
録
・
皇
室
を
め
ぐ
る
国
会
論
議
』（
展
転
社
・
平

成
九
年
）
二
百
四
十
五
―
二
百
四
十
六
頁

十
一
、
帝
国
憲
法
改
正
案
（
昭
和
二
十
一
年
五
月
十
六
日
帝
国
議
会
に
提
出
）

第�

九
十
七
條　

こ
の
憲
法
施
行
の
際
現
に
華
族
そ
の
他
の
貴
族
の
地
位
に
あ

る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
位
は
、
そ
の
生
存
中
に
限
り
、
こ
れ
を
認
め
る
。

但
し
、
将
来
、
華
族
そ
の
他
の
貴
族
た
る
こ
と
に
よ
り
、
い
か
な
る
政
治

的
権
力
も
有
し
な
い
。

　
註（1

）　

秩
父
宮
は
、
雍
仁
親
王
（
大
正
天
皇
第
二
皇
子
）
が
大
正
十
一
年

に
宮
号
を
賜
わ
る
。

（
2
）　

高
松
宮
は
、
宣
仁
親
王
（
大
正
天
皇
第
三
皇
子
）
が
大
正
二
年
に

宮
号
を
賜
わ
る
。
な
お
、
同
親
王
は
、
有
栖
川
宮
の
祭
祀
を
継
承

す
る
。

（
3
）　

伏
見
宮
は
、
崇
光
天
皇
第
一
皇
子
栄
仁
親
王
を
祖
と
し
、
同
親
王

の
子
で
あ
る
貞
成
親
王
の
第
一
男
子
彦
仁
王
が
後
花
園
天
皇
と

な
っ
て
い
る
。
実
系
に
お
い
て
は
、
南
北
朝
時
代
に
遡
ら
な
い
と

内
廷
と
つ
な
が
ら
な
い
。

（
4
）　

有
栖
川
宮
は
、
好
仁
親
王
（
後
陽
成
天
皇
第
七
皇
子
）
が
、
後
水

尾
天
皇
の
勅
旨
に
よ
り
、
高
松
宮
を
創
立
。
第
二
代
良
仁
親
王

（
後
水
尾
天
皇
第
七
皇
子
）
が
大
統
を
継
ぎ
後
西
天
皇
と
な
る
。

第
三
代
幸
仁
親
王
（
後
西
天
皇
第
二
皇
子
）
の
と
き
、
寛
文
十
三

年
に
は
、
後
水
尾
法
皇
の
叡
慮
に
よ
り
、
有
栖
川
宮
と
改
称
し
た
。

第
五
代
職
仁
親
王
（
霊
元
天
皇
第
十
七
皇
子
）
以
降
は
、
霊
元
天

皇
の
子
孫
が
継
承
し
た
（
高
松
宮
『
有
栖
川
宮
に
つ
い
て
』（
昭

和
四
十
九
年
）
一
頁
以
下
）。

（
5
）　

例
え
ば
、
明
治
二
十
一
年
五
月
十
八
日
に
成
年
以
上
の
親
王
を
枢

密
院
会
議
に
列
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
当
時
の
親
王
は
、

有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
、
威
仁
親
王
（
有
栖
川
宮
継
嗣
）、
伏
見
宮
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貞
愛
親
王
、
小
松
宮
彰
仁
親
王
、
依
仁
親
王
（
小
松
宮
継
嗣
）、

閑
院
宮
載
仁
親
王
、
久
邇
宮
朝
彦
親
王
、
山
階
宮
晃
親
王
、
北
白

川
宮
能
久
親
王
で
あ
り
、
す
べ
て
有
栖
川
宮
又
は
伏
見
宮
若
し
く

は
そ
の
分
流
の
方
で
あ
っ
た
。

（
6
）�　

崇
光
天
皇
十
五
世
孫
、
孝
明
天
皇
養
子
。

（
7
）�　

霊
元
天
皇
五
世
孫
、
明
治
天
皇
養
子
。

（
8
）　

古
川
隆
久
『
大
正
天
皇
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
九
年
）
百
二

十
三
頁
、
本
稿
【
参
照
勅
語
、
法
令
、
規
則
等
】
欄
の
「
貞
愛
親

王
、
威
仁
親
王
ニ
賜
フ
勅
語
」
参
照
。
な
お
、
伊
藤
之
雄
「
山
県

系
官
僚
閥
と
天
皇
・
元
老
・
宮
中
：
近
代
君
主
制
の
日
英
比
較
」

『
法
學
論
叢
』
百
四
十
巻
一
・
二
号
、
五
十
八
―
百
七
十
八
頁
に

よ
れ
ば
内
大
臣
期
の
貞
愛
親
王
は
摂
政
的
（
後
見
的
）
な
役
割
で

あ
っ
た
と
す
る
。

（
9
）�　

崇
光
天
皇
十
五
世
孫
、
孝
明
天
皇
養
子

（
10
）�　

本
稿
【
参
照
勅
語
、
法
令
、
規
則
等
】
欄
の
「
載
仁
親
王
殿
下
ニ

賜
ヒ
タ
ル
勅
語
」
参
照

（
11
）　

酒
巻
芳
男
『
華
族
制
度
の
研
究
―
在
り
し
日
の
華
族
制
度
―
』（
霞

会
館
・
昭
和
六
十
二
年
）「
緒
言
」・
三
頁
。
酒
巻
氏
は
、「
皇
族

と
云
う
観
念
は
、
日
本
で
は
元
来
貴
族
と
云
う
観
念
の
外
の
も
の

で
あ
ら
う
。
古
事
記
、
日
本
書
紀
の
古
い
所
で
は
皇
族
は
貴
族
と

別
に
な
つ
て
居
る
。
藤
原
時
代
に
至
つ
て
か
ら
は
そ
れ
が
や
ヽ
混

濁
し
た
や
う
に
思
わ
れ
る
。
皇
族
を
貴
族
と
す
れ
ば
天
皇
も
亦
貴

族
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
我
国
の
観
念
で
は
さ
う
い
う
事
は
な

い
や
う
に
思
は
れ
る
。
天
皇
の
絶
え
た
場
合
に
血
統
の
近
遠
如
何

に
拘
ら
ず
四
親
王
家
か
ら
猶
子
が
出
で
皇
統
を
襲
ぐ
と
云
ふ
往
時

の
制
度
は
天
皇
が
国
民
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
事
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
即
ち
皇
族
と
云
ふ
観
念
は
貴
族
と
云
ふ
観
念
と
は
独
立

し
て
「
天
皇
た
る
こ
と
あ
る
べ
き
種
族
」
と
云
ふ
こ
と
を
表
は
し

た
も
の
と
思
ふ
。」
と
延
べ
、
沿
革
的
な
見
地
か
ら
「
皇
族
」
と

定
義
し
て
い
る
。

（
12
）　

神
﨑
豊
「
一
九
四
七
年
一
〇
月
に
お
け
る
一
一
宮
家
の
皇
籍
離
脱
」

『
年
報
・
日
本
現
代
史
』 

一
一
号
（
現
代
史
料
出
版
・
平
成
十
八

年
）
二
百
九
十
一
―
三
百
二
十
一
頁
。

（
13
）　

永
井
和
「
波
多
野
敬
直
宮
内
大
臣
辞
職
顛
末
：
一
九
二
〇
年
の
皇

族
会
議 

（
杉
橋
隆
夫
教
授
退
職
記
念
論
集
）」『
立
命
館
文
学
』
六

二
四
号
（
平
成
二
十
四
年
・
立
命
館
大
学
）
七
百
八
十
一
―
七
百

九
十
九
頁
。

（
14
）　

市
村
慎
一
『
皇
室
典
範
を
改
正
し
な
け
れ
ば
宮
家
が
な
く
な
る
』

（
藤
原
書
店
・
平
成
二
十
四
年
）
三
十
二
―
三
十
五
頁
。
同
氏
「
皇

室
典
範
の
改
正
：
諮
問
事
項
に
つ
い
て
の
所
見
」（
平
成
二
十
四

年
四
月
二
十
四
日
付
、
同
年
四
月
二
十
三
日
の
皇
室
制
度
に
関
す

る
有
識
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
配
布
資
料
）http://w

w
w
.kantei.

go.jp/jp/singi/koushitsu/dai4/siryou1.pdf

所
功
『
皇
室
典
範
と
女
性
宮
家
』（
勉
誠
出
版
・
平
成
二
十
四
年
）

百
十
―
百
十
五
頁
。
同
氏
「
皇
族
の
「
養
子
」
に
関
す
る
史
的
考

察
」『
産
大
法
学
』 

四
十
四
巻
二
号 

（
京
都
産
業
大
学
、
平
成
二
十

二
年
）
三
百
二
十
四
―
三
百
五
十
一
頁
。
但
し
、
所
功
氏
は
、
皇

族
の
状
況
変
化
に
依
り
準
則
自
体
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

可
能
性
も
少
な
く
な
い
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
15
）　

平
成
二
十
四
年
に
行
わ
れ
た
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
「
別
添
2　

参
考
資
料
」。「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
に
関
す
る
記

述
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
の
皇
室
典
範
に
関
す
る
有
識
者
会

議
の
資
料
と
全
く
同
一
。http://w

w
w
.kantei.go.jp/jp/singi/

koushitsu/pdf/ 121005koushitsu.pdf
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（
16
）　

前
掲
所
功
『
皇
室
典
範
と
女
性
宮
家
』
百
十
―
百
十
五
頁
に
お
い

て
、
皇
族
の
状
況
変
化
に
依
り
準
則
自
体
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
可
能
性
も
少
な
く
な
い
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
17
）　
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
、

梶
田
明
宏
・
内
藤
一
成
「『
倉
富
雄
三
郎
日
記
』「
皇
族
ノ
降
下
ニ

関
ス
ル
施
行
準
則
」
関
係
抄
録
（
大
正
八
年
）」『
書
陵
部
紀
要
』

五
十
二
号
（
宮
内
庁
書
陵
部
・
平
成
十
二
年
）
七
十
九
頁
、
前
掲

永
井
和
「
波
多
野
敬
直
宮
内
大
臣
辞
職
顛
末
：
一
九
二
〇
年
の
皇

族
会
議
（
杉
橋
隆
夫
教
授
退
職
記
念
論
集
）」
五
百
二
―
五
百
五
頁
、

梶
田
明
宏
「
特
集
ド
キ
ュ
メ
ン
ト 

戦
前
の
皇
族
降
下
―
旧
憲
法

と
旧
皇
室
典
範
下
に
お
け
る
皇
族
降
下
の
真
相 

」『
歴
史
読
本
』

通
巻
八
百
七
号
（
新
人
物
往
来
社
・
平
成
十
八
年
十
一
月
）
第
二

百
三
十
八
頁
参
照
。

（
18
）　

こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
、
内
廷
の
親
王
だ
け
で
は
皇
室
の
安
泰
が
確

保
で
き
ず
、
四
親
王
家
及
び
そ
の
子
孫
に
依
存
し
て
き
た
経
緯
を

受
け
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関

ス
ル
施
行
準
則
」
制
定
時
の
皇
族
会
議
の
成
員
は
、
裕
仁
親
王
を

除
き
、
伏
見
宮
及
び
そ
の
分
流
に
属
す
る
親
王
又
は
王
だ
け
で

あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
附
則
の
規
定
と
は
い
え
、
実
質
的
に

は
原
則
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
19
）　

皇
族
附
職
員
官
制
（
昭
和
五
年
三
月
三
日
皇
室
令
第
三
号
）
に
よ

れ
ば
、
宮
号
を
賜
っ
た
皇
族
に
は
、
別
当
、
宮
内
事
務
官
及
び
宮

内
属
を
配
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
皇
族
附
職
員
官

制
は
、
明
治
四
十
年
皇
室
令
第
七
号
を
全
面
改
正
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
全
面
改
正
前
は
、
家
令
、
家
扶
及
び
家
従
を
配
置
す
る

こ
と
と
し
（
第
一
条
）、
親
王
に
つ
い
て
は
、
別
当
を
配
置
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
た
（
第
五
条
）。

（
20
）　
「
華
頂
宮
ノ
称
號
ハ
絶
ユ
」『
牧
野
伸
顕
文
書
』（
国
立
国
会
図
書

館
憲
政
資
料
室
蔵
）。
華
頂
宮
博
忠
王
薨
去
（
大
正
十
三
年
三
月

二
十
四
日
）
後
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
意

見
書
の
作
者
は
不
明
で
あ
る
。

（
21
）　

野
村
信
考
『
憲
法
大
綱
』（
巖
松
堂
、
昭
和
十
年
） 

百
四
十
一
頁
、

酒
巻
芳
男
『
皇
室
制
度
講
話
』（
岩
波
書
店
・
昭
和
九
年
）
八
十

四
頁

（
22
）　

伊
東
博
文
『
皇
室
典
範
義
解
』（
国
家
学
会
・
明
治
二
十
二
年
）

皇
室
典
範
第
三
十
五
条
「
皇
族
ハ
天
皇
之
ヲ
監
督
ス
」
の
解
説
部

分
冒
頭
。

（
23
）　

威
仁
親
王
が
有
栖
川
宮
の
継
嗣
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
皇
室
典
範

制
定
前
で
あ
り
、
明
治
十
一
年
五
月
十
八
日
に
勅
許
を
得
た
こ
と

に
よ
る
（
威
仁
親
王
行
実
編
纂
会
『
威
仁
親
王
行
実
』（
高
松
宮
、

大
正
十
五
年
）
二
十
五
頁
）。
な
お
、
明
治
皇
室
典
範
制
定
以
後
も
、

同
第
六
十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
威
仁
親
王
が
継
承
し
た
と

い
う
こ
と
は
、
同
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
兄
弟
間
の
宮
号

継
承
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
。

（
24
）　

例
え
ば
、
梨
本
宮
守
正
王
は
、
男
子
な
く
、
終
に
宮
号
継
承
者
が

定
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
、
他
の
兄
弟
に
宮
号
の
な

い
親
王
又
は
王
が
い
た
と
し
て
も
、
他
の
宮
に
属
す
る
場
合
は
継

承
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
。

（
25
）　
「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
に
関
係
の
な
い
明
治
四
十

年
皇
室
典
範
増
補
の
臣
籍
降
下
規
定
と
し
て
、
王
が
勅
許
に
よ
り

華
族
の
家
督
相
続
人
或
い
は
華
族
の
家
督
相
続
を
目
的
と
し
て
養

子
と
な
る
こ
と
（
第
二
条
）
及
び
特
権
を
剥
奪
さ
れ
た
皇
族
が
勅

旨
に
よ
り
臣
籍
に
列
す
る
こ
と
（
第
四
条
）
が
存
在
し
た
が
、
い

ず
れ
も
事
例
が
存
在
し
な
い
。
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（
26
）　

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
七
日
の
皇
室
典
範
増
補
の
一
部
改
正

に
よ
っ
て
、
王
が
降
下
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
華
族
に
列
し
な
い

こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
華
族
制
度
の
禁
止
を
定
め
た
日
本

国
憲
法
の
施
行
を
控
え
た
改
正
で
あ
り
、
こ
の
改
正
規
定
に
よ
っ

て
、
臣
籍
降
下
し
た
事
例
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は

り
、
明
治
四
十
年
裁
定
の
皇
室
典
範
増
補
特
有
の
制
度
で
あ
る
と

言
え
る
。
昭
和
二
十
二
年
十
月
十
四
日
に
皇
族
の
身
分
を
離
れ
た

皇
族
は
、
皇
室
典
範
増
補
廃
止
前
の
昭
和
二
十
二
年
五
月
一
日
に
、

情
願
の
手
続
を
な
し
た
よ
う
で
あ
る
が
（
閑
院
純
仁
『
私
の
自
叙

伝
』（
人
物
往
来
社
・
昭
和
四
十
一
年
）
四
百
二
十
―
四
百
二
十

一
頁
）。
こ
の
事
案
は
、
皇
室
典
範
増
補
廃
止
後
、
日
本
国
憲
法

及
び
皇
室
典
範
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
号
）
の
下
で
開
催
さ

れ
た
皇
室
会
議
で
臣
籍
降
下
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
明
治

四
十
年
裁
定
の
皇
室
典
範
増
補
の
下
に
お
け
る
事
例
と
す
る
の
は

不
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
27
）�　

伏
見
宮
貞
愛
親
王
に
は
博
恭
王
及
び
邦
芳
王
が
お
ら
れ
た
。

（
28
）　

山
階
宮
武
彦
王
に
子
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
弟
の
芳
麿
王
、
藤

麿
王
、
萩
麿
王
、
茂
麿
王
が
お
ら
れ
た
。

（
29
）　

久
邇
宮
邦
彦
王
に
は
、
朝
融
王
、
邦
久
王
、
邦
英
王
が
お
ら
れ
た
。

（
30
）�　

東
久
邇
宮
稔
彦
王
に
は
、
盛
厚
王
、
師
正
王
が
お
ら
れ
た
（
大
正

九
年
五
月
一
日
時
点
）。

（
31
）�　

朝
香
宮
鳩
彦
王
に
は
、
孚
彦
王
、
正
彦
王
が
お
ら
れ
た
。

（
32
）　

原
田
一
明
「
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
「
増
補
」
考
」『
國
學
院
法

学
』
第
四
十
巻
第
四
号
（
國
學
院
大
學
法
学
会
、
平
成
十
五
年
）

二
百
九
頁
。
な
お
、
高
久
嶺
之
介
「
近
代
皇
族
の
権
威
集
団
化
過

程
―
2
―
皇
族
の
権
威
の
社
会
化
過
程
」『
社
会
科
学
』
28
号
（
同

志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
昭
和
五
十
六
年
）
八
十
九
頁
に
よ

れ
ば
、
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
増
補
に
よ
っ
て
永
世
皇
族
主
義
が

事
実
上
廃
止
さ
れ
た
と
す
る
が
、
実
際
に
臣
籍
降
下
を
し
な
い
限

り
、
何
世
代
に
も
亘
っ
て
皇
族
の
身
位
を
保
持
で
き
る
の
で
、
同

増
補
施
行
以
後
も
永
世
皇
族
主
義
は
存
続
し
て
い
た
と
解
す
る
。

（
33
）　

前
掲
永
井
和
「
波
多
野
宮
内
大
臣
辞
職
顛
末
」
五
百
五
頁
。『
倉

富
勇
三
郎
日
記
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
二
十
二
年
）
大
正
九
年

五
月
十
九
日
条
五
百
五
十
六
、
五
百
五
十
七
頁
。

（
34
）　
「JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

03033626200

、

枢
密
院
会
議
筆
記
・
一
、
大
豆
、
生
牛
肉
、
鳥
卵
、
綿
織
糸
及
綿

織
物
ノ
輸
入
税
ノ
低
減
又
ハ
免
除
ニ
関
ス
ル
件
・
一
、
独
逸
国
等

ニ
属
ス
ル
財
産
管
理
ノ
件
・
一
、
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
内
規
ノ

件
・
大
正
九
年
三
月
十
七
日
（
国
立
公
文
書
館
）」。

（
35
）�　
「
皇
室
典
範
増
補
中
改
正
ノ
件
」『
枢
密
院
決
議
・
昭
和
二
十
一
年

十
二
月
二
十
四
日
決
議
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
）。

（
36
）　
「JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

06050068600

、

枢
密
院
決
議
・
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日
決
議
（
国
立
公

文
書
館
）」。

（
37
）　

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
。

（
38
）　

清
水
澄
が
こ
の
御
進
講
資
料
を
著
し
た
時
点
で
、
明
治
四
十
年
皇

室
典
範
増
補
に
よ
り
、
臣
籍
降
下
し
た
の
は
、
輝
久
王
、
芳
麿
王

及
び
邦
久
王
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
情
願
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
こ

の
後
、
日
本
国
憲
法
施
行
に
至
る
ま
で
、
勅
旨
に
よ
る
臣
籍
降
下

の
事
例
は
皆
無
で
あ
る
。

（
39
）　
「JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

06050021100

、

枢
密
院
委
員
会
録
「
皇
室
典
範
増
補
中
改
正
ノ
件
外
三
件
」・
昭

和
二
十
一
年
（
国
立
公
文
書
館
）」。

（
40
）　JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

03033626200

、
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枢
密
院
会
議
筆
記
・
一
、
大
豆
、
生
牛
肉
、
鳥
卵
、
綿
織
糸
及
綿

織
物
ノ
輸
入
税
ノ
低
減
又
ハ
免
除
ニ
関
ス
ル
件
・
一
、
独
逸
国
等

ニ
属
ス
ル
財
産
管
理
ノ
件
・
一
、
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
内
規
ノ

件
・
大
正
九
年
三
月
十
七
日
（
国
立
公
文
書
館
）」

（
41
）　

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
（
昭
和
十
四
年
五
月
作
）。
牧

野
伯
爵
は
、
昭
和
十
年
に
宮
内
大
臣
の
地
位
を
退
職
し
て
い
た
が
、

時
折
下
問
に
応
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
昭
和
十
四
年
時

点
で
作
成
さ
れ
た
理
由
は
、
管
見
の
限
り
不
明
で
あ
る
。

（
42
）　

有
賀
長
雄
『
法
制
講
義
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
・
明
治
四
十
二

年
）
九
十
五
頁
以
下
。
同
『
国
法
学
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
・

明
治
三
十
八
年
）
二
百
八
十
三
頁
以
下
。

（
43
）　

現
在
で
も
、
例
え
ば
、
平
成
二
十
四
年
に
改
定
さ
れ
た
「
電
子
商

取
引
及
び
情
報
財
取
引
に
関
す
る
準
則
」（
経
済
産
業
省
に
お
い

て
、
電
子
商
取
引
、
情
報
財
取
引
等
に
関
す
る
様
々
な
法
的
問
題

点
に
つ
い
て
、
民
法
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
す
る
法
律
が
ど
の
よ

う
に
適
用
さ
れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
も
の
）
等
の
よ

う
に
、「
準
則
」
と
い
う
名
の
も
の
は
、
行
政
の
解
釈
や
運
用
の

指
針
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

（
44
）　

前
掲
永
井
和
「
波
多
野
宮
内
大
臣
辞
職
顛
末
」
五
百
二
頁
。

（
45
）　

原
剛
「
陸
海
軍
文
書
に
つ
い
て
」『
戦
史
研
究
年
報
』
三
号
（
防

衛
庁
防
衛
研
究
所
・
平
成
十
二
年
）
百
十
二
頁
。
中
尾
裕
次
「
史

料
紹
介
「
軍
令
ニ
関
ス
ル
件
」」『
戦
史
研
究
年
報
』
第
四
号
（
防

衛
庁
防
衛
研
究
所
・
平
成
十
三
年
三
月
）
百
二
十
四
～
百
三
十
七

頁
。
な
お
、
公
布
の
対
象
と
な
る
「
軍
令
」
に
つ
い
て
も
、
同
様

の
内
容
の
上
諭
が
附
さ
れ
、
公
布
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
か
っ
た
。

（
46
）�　

田
上
穣
治
『
法
律
に
よ
る
行
政
』（
有
斐
閣
・
昭
和
十
七
年
）
五

八
頁
以
下
。

（
47
）　

前
掲
原
田
一
明
「
明
治
四
十
年
皇
室
典
範
「
増
補
」
考
」
百
九
十

五
頁
、
三
浦
周
行
『
法
制
史
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
大
正
八
年
）

百
五
十
四
頁
以
下
。

（
48
）　

酒
巻
芳
男
『
皇
室
制
度
講
話
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
九
年
）
五
十

六
頁
。

（
49
）�　

前
掲
神
崎
豊
「
一
九
四
七
年
一
〇
月
に
お
け
る
一
一
宮
家
の
皇
籍

離
脱
」
二
百
九
十
七
頁
等
。

（
50
）　
「
勲
一
等
茂
麿
王
殿
下
ニ
家
名
ヲ
賜
ヒ
華
族
ニ
列
セ
ラ
ル
ル
ノ
件
」

『
枢
密
院
会
議
案　

昭
和
四
年
十
二
月
十
一
日
』（
国
立
公
文
書
館

蔵
）
に
「
将
来
臣
籍
に
降
下
す
べ
き
皇
族
」
と
い
う
表
が
添
付
さ

れ
て
お
り
、
各
宮
家
の
第
二
男
子
た
る
王
以
下
の
名
が
列
記
し
て

あ
っ
た
。
実
際
に
は
、
次
に
掲
げ
る
十
二
の
王
が
降
下
し
た
。

　
（
一
）�、
芳
麿
王
（
菊
麿
王
第
二
男
子
、
明
治
三
十
三
年
七
月
五

日
生
、
大
正
九
年
七
月
二
十
四
日
降
下
）

　
（
二
）�、
邦
久
王
（
邦
彦
王
第
二
男
子
、
明
治
三
十
五
年
三
月
十

日
生
、
大
正
十
二
年
十
二
月
七
日
降
下
）

　
（
三
）�、
博
信
王
（
博
恭
王
第
三
男
子
、
明
治
三
十
八
年
五
月
二

十
二
日
生
、
大
正
十
五
年
十
二
月
七
日
降
下
）

　
（
四
）�、
藤
麿
王
（
菊
麿
王
第
三
男
子
、
明
治
三
十
八
年
二
月
二

十
五
日
生
、
昭
和
三
年
七
月
二
十
日
降
下
）

　
（
五
）�、
萩
麿
王
（
菊
麿
王
第
四
男
子
、
明
治
三
十
九
年
四
月
二

十
一
日
生
、
昭
和
三
年
七
月
二
十
日
降
下
）

　
（
六
）�、
茂
麿
王
（
菊
麿
王
第
五
男
子
、
明
治
四
十
一
年
四
月
二

十
九
日
生
、
昭
和
四
年
十
二
月
二
十
四
日
降
下
）

　
（
七
）�、
邦
英
王
（
邦
彦
王
第
三
男
子
、
明
治
四
十
三
年
五
月
十

六
日
生
、
昭
和
六
年
四
月
四
日
降
下
）

　
（
八
）�、
博
英
王
（
博
恭
王
第
四
男
子
、
大
正
元
年
十
月
四
日
生
、
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昭
和
十
一
年
四
月
一
日
降
下
）

　
（
九
）�、
正
彦
王
（
鳩
彦
王
第
二
男
子
、
大
正
三
年
一
月
五
日
生
、

昭
和
十
一
年
四
月
一
日
降
下
）

　
（
十
）�、
彰
常
王
（
稔
彦
王
第
三
男
子
、
大
正
九
年
五
月
十
三
日

生
、
昭
和
十
五
年
十
月
二
十
五
日
降
下
）

　
（
十
一
）�、
家
彦
王
（
多
嘉
王
第
二
男
子
、
大
正
九
年
三
月
七
日

生
、
昭
和
十
七
年
十
月
五
日
降
下
）

　
（
十
二
）�、
徳
彦
王
（
多
嘉
王
第
三
男
子
、
大
正
十
一
年
十
一
月

十
九
日
生
、
昭
和
十
八
年
六
月
七
日
降
下
）

（
51
）　

前
掲
梶
田
明
宏
「
特
集
ド
キ
ュ
メ
ン
ト 

戦
前
の
皇
族
降
下
―
旧

憲
法
と
旧
皇
室
典
範
下
に
お
け
る
皇
族
降
下
の
真
相 

」）
第
二
百

三
十
八
頁
。

（
52
）　

伊
藤
隆
、
広
瀬
順
晧
編
『
牧
野
伸
顕
日
記
』（
中
央
公
論
社
・
平

成
二
年
）。

（
53
）　

立
命
館
大
学
西
園
寺
公
望
伝
編
纂
委
員
会
『
西
園
寺
公
望
伝
』（
岩

波
書
店
、
平
成
八
年
）
第
四
巻
二
百
二
頁
大
正
八
年
十
一
月
二
十

一
日
条
「（
波
多
野
宮
内
大
臣
は
、）
高
松
宮
【
宣
仁
親
王
】
カ
有

栖
川
宮
ノ
跡
ヲ
御
続
キ
成
サ
レ
タ
ル
位
ノ
コ
ト
ハ
出
来
ル
モ
ノ
ト

思
ヒ
居
ラ
ル
ヽ
模
様
ナ
ル
カ
如
シ
、
川
島
令
次
郎
【
東
伏
見
宮
別

当
】
抔
モ
其
ノ
様
ニ
思
ヒ
居
ル
様
ナ
リ
。」
な
お
、【　

】
は
、
こ

の
文
書
を
引
用
し
た
宮
内
庁
書
陵
紀
要
第
五
十
三
号
の
通
り
に
便

宜
の
た
め
付
け
足
し
た
も
の
で
あ
る
「「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル

施
行
準
則
」
関
係
妙
録
」『
宮
内
庁
書
陵
部
紀
要
』
第
五
十
三
号

（
宮
内
庁
書
陵
部
・
平
成
十
二
年
）
七
十
九
頁
か
ら
九
十
四
頁
ま

で
所
収
。

（
54
）　
「
皇
族
ノ
御
養
子
ニ
付
テ
」『
牧
野
伸
顕
文
書
』
所
収　

国
会
図
書

館
憲
政
資
料
室
蔵
。

（
55
）　
『
倉
富
勇
三
郎
日
記
』
大
正
八
年
十
一
月
二
十
一
日
条
（「
皇
族
ノ

降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」
関
係
妙
録
」『
宮
内
庁
書
陵
部
紀
要
』

第
五
十
三
号
（
宮
内
庁
書
陵
部
・
平
成
十
二
年
）
七
十
九
頁
―
九

十
四
頁
よ
り
引
用
）「（
波
多
野
宮
内
大
臣
は
、）
高
松
宮
【
宣
仁

親
王
】
カ
有
栖
川
宮
ノ
跡
ヲ
御
続
キ
成
サ
レ
タ
ル
位
ノ
コ
ト
ハ
出

来
ル
モ
ノ
ト
思
ヒ
居
ラ
ル
ヽ
模
様
ナ
ル
カ
如
シ
、
川
島
令
次
郎

【
東
伏
見
宮
別
当
】
抔
モ
其
ノ
様
ニ
思
ヒ
居
ル
様
ナ
リ
。」
な
お
、

【　

】
は
、
こ
の
文
書
を
引
用
し
た
宮
内
庁
書
陵
紀
要
第
五
十
三

号
の
通
り
に
便
宜
の
た
め
付
け
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同

年
四
月
二
日
条
に
も
、
こ
の
問
題
の
記
述
が
あ
る
。

（
56
）　

政
府
に
お
け
る
栄
典
の
授
与
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
一
年
五
月

三
日
に
、「
官
吏
任
用
叙
級
令
施
行
に
伴
ふ
官
吏
に
対
す
る
叙
位

及
び
叙
勲
並
び
に
貴
族
院
及
び
衆
議
院
の
議
長
、
副
議
長
、
議
員

又
は
市
町
村
長
及
び
市
町
村
助
役
に
対
す
る
叙
勲
の
取
扱
に
関
す

る
件
」
が
閣
議
決
定
を
経
て
裁
可
さ
れ
て
い
る
。

（
57
）　

治
憲
王
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
十
四
日
、
皇
室
典
範
（
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
三
号
）
第
十
三
条
「
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
親
王

又
は
、
王
の
妃
並
び
に
直
系
尊
属
及
び
そ
の
妃
は
、
…
…
同
時
に

皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
。」
と
い
う
規
定
に
よ
り
、
臣
籍
降
下
し
た
。

降
下
後
外
務
省
に
入
省
し
、
平
成
八
年
に
勲
二
等
に
叙
さ
れ
旭
日

重
光
章
を
授
け
ら
れ
る
。

（
58
）　
「JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

06050039000

、

枢
密
院
会
議
筆
記
・
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日
（
国
立
公

文
書
館
）」。

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
修
了
）


